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大きくなって帰ってきてね
五箇庄小5年生25名が3月5日、自分たちが飼育し、

ふ化させたサケの稚魚を放流しました。
この稚魚、は、昨年11月に朝日内水面漁協力、ら約200

個の受精卵を譲り受けたもので、児童たちが毎日当番
を決め、観察日誌をつけながらふ化をさせ、成長を見
守ってきました。
譲り受けた受精卵のほとんどを死なせることなくこ

の日を迎えた児童たちは、元気に川を泳ぐ稚魚、の姿に
「大きくなって帰ってきてねjと願いを込めていました。

の
川1
水
み
ん
な
の
財
産

町
の
新
年
度
予
算

変
わ
り
ま
す
「
医
療
制
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ふ
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ペ
ー
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つ
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③ 広報あさひは資源保誕のため湾生紙を使用しています
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平
成
8
年
度
に
事
業
認
可
を
受
け
て
か
ら
、
順
次
工
事
が

進
め
ら
れ
て
き
た
下
水
道
事
業
。
終
末
処
理
場
と
な
る
「
朝

日
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
の
汚
水
処
理
施
設
が
完
成
し
、
一
部
の

地
域
に
お
い
て
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
快
適
な
生
活
と
美
し
い
自
然
を
守
る
た
め
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
下
水
道
が
今
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

水

みんなの財産
下水道一部供用開始～

朝日浄化センターの榔要

所在地・・・・・・・・・朝日町浜草野343

敷地面積－・・・・・3.65ha

処理方式……オキシデーシヨンデイツチ

全体計画 者露業認可

処理人口（人） 16,950 5,270 

処狸汚水量（「i司 10.048 3,170 

汚水処理飽設 4；：也 1池

下
水
道
の
整
備
状
況

． 

判

n町
の
．
卜
水
迫
事
業
は
、
平
成

8
午
ほ
の
事
業
認
吋
後
、
平
成
9
年

ほ
か
ら
本
術
的
な
・
上
下
に
泊
予
し
ま

’O
A
S
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し
た
。
平
成
日
年
度
ぶ
ま
で
に
作
製

の
延
H
M
が
約
2
3、
7
0
0灯
、
w叫

，川
，
M
m域
内
に
お
け
る
桃
山
剛
州
仙
で
は

約
関
口
ま
で
進
ん
で
い
ま
す

終
ぷ
処
理
場
「
制
日
浄
化
セ
ン
タ

ー
」
は
、

Jwr
成
日
作
に
仁
下
山
下
し
、

． 

～朝日浄化センター稼動

海． ,,, 
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汚
水
処
理
施
設
が
こ
の
た
び
完
成
し

ま
し
た
。
完
成
し
た
刷
ぷ
の
処
矧
能

hμ

は
i
川
中
」
た
り
約
2
，
5
0
0附
。

川
の
全
体
計
州
で
は
l
日
中l
た
り
約

l
0．
0
0
0．m川
を
処
附
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
幼
射
的
な
儲
動
を

凶
る
た
め
に
ま
ず
、

A
f
N

の
供
川
開

始
以
城
の
川
水
川
を
処
川
で
さ
る
胤

悦
の
胞
川
叫
が
完
成
、
今
後
は
山
川
．
似

域
の
拡
大
に
伴
い
施
設
を
附
投
し
て

い
く
川
州
で
す
も

今
川
の
供
川
間
始
の
刈
象
と
な
る

地
域
は
、
亦
川
、
大
庄
、
中
市
針
、

打
市
川
、
松
一
昨
川
（
A
K
地
域
）
、
市
町
、

京
市
野
、
山
木
町、

内
問
、
小
川
、

弥
使
町
、
上
町
、
本
町
、
ギ
川
、
出

保
、
長
川
、
栄
川
（
心
作

一
部
）
で
約
9

4
0．V
で
す
G

こ
の
仙
の
地
域
に
つ
い
て
も
、
今

後
似
川
備
以
城
を
拡
大
し
、
則
改
ド
市
小

迫
仁
引
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

施
設
の
完
成
を
祝
う

き
よ
ら
か
な
水
環
境
を

こ
の
よ
う
に
、
川
で
は
下
水
迫
計

耐
に
民
づ
き
工
事
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
下
水
辺
幣
仙
の
川
的
で
あ
る

「き
よ
ら
か
な
水
間
境
」
を
つ
く
る
た

め
に
は
、
川
以
の
み
な
芯
ん
の
ご
協

刈
が
必
必
で
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら

は
、
作
家
庭
で
協
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
排
水
ぷ
附
・
L
明
、
叉
品
川

μnn
川刊

金
、
使
間
料
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す

・週’



① 

j
排
水
設
備
工
事
は
必
ず
町
登
録
の
「
指
定
工
事
店
」
で
i

次
は
み
な
さ
ん
の

「ご
理
解
・
ご
協
力
」
で
す

お
柴
山
必
可
似
域
内
の
家
い
ほ
ゃ
い
下
業

所
な
ど
に
は
「
公
共
ま
す
」
が
品
川

さ
れ
ま
す
。
数
地
内
か
ら
出
る
一
円
水

は
、
こ
の
公
共
ま
す
に
集
ま
り
、
下

水
管
へ
と
流
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り

去
す
。
公
共
ま
す
は
、
公
私
境
界
か

ら
l
m
以
内
の
私
山
地
で
、
庭
木
や

．h
州
な
ど
を
避
け
た
附
所
を
以
川
と

し
て
、
川
が
ぷ
山
し
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、

．
卜
水
管
が
終
備
さ
れ
、
公
共
ま
す
が

設
留
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

で
．
卜
水
迫
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
動
く

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

作
家
出
・
ぃ
下
栄
一
昨
か
ら
川
る
一
円
水
を
、

緋
水
行
を
通
し
て
公
共
ま
す
に
つ
な

ぐ
こ
と
で
は
じ
め
て
、
「
．ト
水
辺
」
と

し
て
の
機
能
が
働
き
だ
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

町
で
は
供
問
開
始
の
公
示
を
行
い

ま
す
。
そ
れ
に
は
佐
川
山
始
の
け
や

u
n
M叫
が
川
．
小
さ
れ
て
い
て
、
処
州
以

城
と
し
て
公
小
さ
れ
た
地
域
の
み
な

さ
ん
は
、

ムハ品川、

例
目
、
水
洗
ト
イ

レ
、
洗
濯
等
の
排
水
管
を
、
「
巡
滞
な

く
公
共
ま
す
に
接
続
」
（
下
水
道
法
第

叩
粂
）
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
汲
み
取
り
ト
イ
レ
は

「3
年
以

内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
、
公
共

ま
す
に
接
続
」
（
下
水
辺
法
第
U
条
の

3
）
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
下
水
道
を
打
効
に
働

か
せ
る
た
め
に
は
、
政
は
み
な
さ
ん

の
協
力
が
必
裂
と
い
う
わ
け
で
す
。

排
水
設
備
工
事
の
手
順

①
工
事
の
相
談
・
依
頼

工
事
を
さ
れ
る
方
は
、

「指
定
工
事

店
」
へ
直
接
中
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。
［
トト引業
符
が
直
接
肋
訴
に
米

る川吻
A
N
bあ
り
ま
す
が
、
そ
の
川
は

「桁－
M
仁
下
山
」
で
あ
る
こ
と
を
昨
山
川
附

し
て
か
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

②
見
積
り
・
契
約

「指
定
工
事
店
」
が
現
地
調
査
、
設

計
、
児
杭
’
り
を
行
い
ま
す
。
卜
分
内

科
を
検
川
の
う
え
、
・
L
引
の
契
約
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
工
事
の
確
認
申
請

仁
引
の
椛
必
小
品
は
、

j1ヨ
1li 

・Jf

店
」
を
経
由
し
て
町
に
提
出
し
ま
す
。

④
確
認
の
決
定

川
は
促
川
さ
れ
た
小
前
需
の
内山口、

脳
仁
ん
法
な
ど
が
以
幣
に
刈
し
通
正

で
あ
る
か
を
市
内
川
し
、
山
m
H叫
の
辿
知

を
し
ま
す
。

⑤
工
事
の
施
工

「
指
定
工
事
店
」
は
、
間
の
確
認
決

定
後
に
設
備
工
串
に
府
干
し
ま
す
。

⑥
工
事
完
了
届

「折
山
仁
下
山
」
は
仁
下
山
川
f
後
5

H
以
内
に

e

上
下
完

f
川
を
町
に
知
山

し
ま
す
。

⑦
工
事
完
了
検
査

町
は
工
事
完
了
崩
を
受
け、

完
了

検
査
を
し
、
合
絡
す
る
と
検
資
消
証

を
交
付
し
ま
す
。

※
検
内
川
前
川
は
ぶ
聞
な
ど
の
は
や
す

い
場
所
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
使
用
開
始
届

下
水
道
の
使
間
を
開
始
す
る
と
き

は
、
使
間
附
始
同
を
町
に
提
山
し
て

く
だ
さ
い
。

⑨
工
事
費
支
払
い

依
似
行
か
ら
「
桁
記
仁
下
山
」
へ

－L
引
出
の
ぷ
払
い

者

4・廃油塵司~＞R幸祐三百三百

｜ ④確認の決定＼
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指定工事店

頼依

排水設備工事の手順

町下水道課

指定工蔵店名
営業所所在地 電 言言

（商 号）

掬若島工業 入善町青木868 74-0180 

畠山工業側 魚津市吉島2-2-5 22-5330 

（碍坂東電器 朝日町平柳150-1 83-0066 

掬大谷配管工業所 黒部市中新207-12 54-2357 

浦崎設備工業 魚津市浜経団98-3 22-7440 

大熊配管所機工 滑川市荒俣281-2 076-475司 4280

松沢電気商会 入善町青木1395 72-0138 

同倉田管設備 入善町芦崎30 76-0626 

伺角友建設 冨山市古志町2-15 076-437-1800 

同大豊建設 入善町青島884 72-3381 

富士管機工業 黒部市犬山499 54-2667 

mo u （ムー） 黒部市岡486-1 54-0907 

岡山本総合設備 魚津市江口1656-1 22-9881 

南茂電機商会 朝日町桜町1054 83・3040

備不破設備工業 朝日町宮崎357 82-1439 

青木配管 入善町荒叉377 72-3213 

側赤塚設備 富山市萩原73-2 076-429“1453 

トクオ配管 朝日町東草野1661-3 83-3633 

伺飯田配管工業 入善町上飯野新83 72-5274 

伺北陸住宅設備 富山市二口町四丁目6-1 076-491-1491 

同寺崎設備工業所 魚津市大字石垣村12 22-8469 

ダイヤモンドエンジニアリング紛 魚津市釈迦堂1-7-22 24-5670 

富山管工（槻 宇奈月町浦山480 65-0612 

銅山崎配管工業 黒部市天神新283-1 54-0551 

前田住設 小矢部市内御堂218 0766-61-1121 

側石倉設備工業 滑川市浜四ツ屋175 076-476-0390 

伺岩田設備工業 魚津市印田1617 22-2690 

石原配管 富山市町村1-55 076-423-1453 

浜川配管 魚津市北鬼江2-3-2622-6313 

同イリス 入善町入膳7156-1572-3007 

山口配管 黒部市尾山333 58-1621 

車工務店 入善町古黒部625 74-0047 

北山住設 朝日町荒川1215-11 83-0162 

YKKエンジニアリング鮒 黒部市吉田200 57-0746 

杉田建設 入善町小杉328 78-0386 

伺佐渡建設 朝日町荒Jll605 82-0550 
ドーーー・圃園E

伺水島工業 朝日町境1202 83-2167 

大信建設興業側 入善町入膳3957-2 74-0304 

小川建設工業側 朝日町＝枚橋6 83-3011 

平成14年3月14日現在
朝日町下水道排水設備指定工事店一覧表

指定工事店名
営業所所在地 電 言語（商号）

側深松組北陸支店 朝日町沼保1223-1 83-1180 

北陸水道工業側 黒部市前沢2691 52-0838 

井口燃料店 朝日町大家圧375 82-1571 

藤田工業（紛 入善町新屋2333 78-0150 

備福田設備 魚津市仏国2371-2 24-9187 

伺横尾設備 朝日町泊252 82-0283 

側氷男工業所 朝日町泊215 82-0765 

側吉田工務店 入善町入膳5233 72-0361 

広川配管工業所 入善町古黒部1606 72-5543 

浅倉住設 入善町高畠305-2 76-0066 

伺上田管工事工業所 入善町入臆3317 72-2429 

花田配管 入善町八幡248 72-5365 

ユウホー設備側 魚津市釈迦堂1・11-20 22”5711 

側折谷工務店 朝日町道下1018-1 82胸 1379

備宮崎住設 黒部市新町25 54-1558 

（槻丸ハ 魚津市北鬼江364 24-1311 

伺永山建材 入善町入膳3609-1572-04 76 

側スペースシステム 魚津市上村木2-1輔 1024-6225 

西川管機側 入善町青木656 72-1268 

吉田配管所 魚津市仏国2778 22-2484 

（槻イイダ 黒部市萩生7232-1 54-0768 

棚氷環境センター 魚津市吉島2106 24-7711 

＝共設備工業側 魚津市北鬼江1177 24-1350 

側総和魚津支店 魚津市友道636-8 23-1 101 

大平ホーム設備 朝日町沼保1037-4I 83・2039

タイシン設備側 魚津市浜経由313 24-5611 

慶野住設側 魚津市北鬼江357-6 24-2625 

丸田工業側 黒部市中新503-3 52-1638 

黒東電機商会 入善町舟見1592-11 78-1501 

（碍＝輪工業所 魚津市吉野312 24-1470 

宮川配管 魚津市新角）112-1-5 22-5833 

宮崎配管工業所 黒部市新町105 52-1368 

吉械工業側 黒部市＝日市2884-2 52-0243 

米島商会 黒部市三日市1064-11 52-0486 

総合建産丸しん 朝日町泊427 83-2161 

伺新田配管工業 入善町新屋1064 78-0737 

山田鉄工所 朝日町横水117 82-1039 

河崎設備工業側 魚津市吉島217-5 24-2312 

米圧電機商会 朝日町道下181 83-1260 
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② 

ー
受
益
者
負
担
金
（
分
担
金
）
・
使
用
料
の
お
話
j

受
益
者
負
担
金
（
分
担
金
）
と
は
？

下
水
辺
の
盟
仙
に
よ
っ
て
、
中
小
洗

ト
イ
レ
、
行
所
、
回
目
、
抗
出
な
ど

の
川
市
小
が
川
に
品
川
れ
ず
、
作
仁
川
出
脱

が’川
k
し
、
み
な
さ
ん
に
快
適
な
長

ら
し
が
も
た
ら
を
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ト
水
道
の
整
備
に
は
じ

搬
の
賀
川
と
長
い
作
月
が
必
必
で
す
。

こ
の
た
め
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

や
州
の
予
算
な
ど
で
は
、
賄
え
な
い

部
分
も
で
で
き
ま
す
。

ま
た
、
み
な
さ
ん
の
税
合
を
、
下

水
道
が
整
備
さ
れ
利
前
を
受
け
る
地

域
だ
け
に
多
く
使
う
こ
と
は
、
公
平

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

下
水

辺
の
利
鵡
を
凶
接
受
け
る
万
に
、
そ

の
利
品
川
の
範
附
附
の
事
業
資
の

一
部

を
臼
判
し
て
い
た
だ
く
「
受
日
航
行
自

約
一
金
（
分
判
金
）
制
度
」
が
必
要
と
な

る
の
で
す
。

納
め
る
人
は
？

公
示
さ
れ
た
下
水
迫
処
理
区
域
内

に
土
地
（
建
物
）
を
所
付
す
る
人
が
、

納
め
る
人
（
受
爺
者
）
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

各
家
庭
や
事
業
所
な
ど
の
排
水
設

備
工
事
が
光
了
し
、
実
際
に
下
水
道

の
使
川
を
開
始
す
る
と
、
下
水
道
使

川
利
を
お
ぶ
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

｛川川
H
浄
化
セ

ン
タ
ー
」
の
運
転
斡
理
や
下
水
特
の

前
掃
点
検
な
ど
の
維
持
管
理
費
に
允

て
る
も
の
で
、
実
際
に
下
水
道
を
他

川
す
る
人
が
点
払
い
ま
す
。

支
払
い
時
期
・
方
法

ト
水
道
を
使
用
し
た
月
額
分
を
翠

た
だ
し
、
そ
の
土
地
に
地
k
燃
や

口
出
総
唯
一
す
が
ぷ
記
さ
れ
て
い
る
場
介

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
椛
利
行
が
受
凶
航
行

と
な
り
ま
す
（
ぶ
凶
参
照
）
。

子
続
き
は
、
川
が
辺
付
す
る

「受

前
者
中
止
M

山
」
で
受
託
行
名
等
を
中

内
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

－持ち家の場合

ハにお支払いいただきます。川

の途中で、．卜水道の使刷を開始、

休止、再開、文は廃止した場合

は、その使用回数がは円以肉で

あればア銅山、同川以上であれば

全館となります。ただし、引業

所日々の場行は汚水の排除杭で釘

定します。

使用料の支払い方法は、ーか

Hごとに聞の納入通知書による

令融機関等への窓円文払いまた

はは附振伴のいん法があります。

区 分 使用料（円）

一般家庭
基本料金

1,900 
（一世積当たり）

世帯人員割り
500 

（一世帯当たり）

排除汚水量 使用料（円）

事業所等
1 Om3まで

2‘400 
（基本料金）

1 Om3を超える分
1 m3につき130

（超過分）

排除汚水量 使用料（円）

宿泊施設、 1 Om3まて’
6.500 

浴場施設用等 （塁本料金）

100m3を超える分
1 m3につき65

（超過分）

③下水道使用料（月額当たり）

な
お
、
こ
の
負
担
金
（分
担
令
）
は、

そ
の
上
地
（
姐
物
）
に
つ
い
て
、

l
N

限
り
の
納
入
で
す
。

納
め
る
金
額
や
方
法
は
？

ド
木
迫
［
事
（
将
一
栄
、

公
共
ま
す
）

が
元
f
し
、
下
水
迫
の
佐
川
が
可
能

－貸家・アパートなどの場合使
用
料
の
算
定

町
の
条
例
に
よ
り
二
般
家
庭
」
、

「
卒
業
所
等
」
、
「
宿
泊
施
設
、
浴
場
施

設
同
等
」
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
令

制
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
哀
③）
。

一
般
家
一
胞
に
つ
い
て
は
「
似
借
入

口
一
割
り
方
式
」
に
よ
り
使
用
料
を
徴

収
し
ま
す
。

な
お
、
下
業
所
や
工
場
等
は
、
業

純
や
時
期
に
よ
り
排
水
は
が

一
作
で

は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
水
辺
の
佐

川
町
に
よ
り
使
用
料
を
徴
収
し
ま
す
。

一～＼

円
円
一
円

ハV
ハU
－ハU

ハU

ハU
由ハU

9
O
E
U
 

－－

内ζ
宍
ぷ

一一

（消費税は内税）

使用料の計算例
。一般家庭で4人家族の場合

－基本料金

・世帯人員当たリ 4人×500円

。事務所等で25m3の排除汚水量の場合

－塁本料金 （1Om3まで）

－超過分 （25m3-1Om3）× 130円

.. ・

に
な
っ
た
年
度
の
報
年
度
か
ら
負
担

金
等
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
対
象
と
な
る
家
庭

・
事

業
所
な
ど
に
は
「
負
制
金
等
賦
課
決
定

通
知
書
」
が
川
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

金
制
は
、
花
の
ぷ
①
の
よ
う
に
、

二
般
家
出
」
と
「
引
業
所
等
」

分
さ
れ
、
し
い
郎
締
化
惜
の
処
開
対
象

人
員
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

納
入
方
法
は
、
最
長

3
年
の
分
割

納
入
（
表
②

・
一
例
）
、
も
し
く
は
企

制
．
括
で
の
納
入
で
、
受
給
者
が
選

択
で
き
ま
す
。

l丞

①負担金等の額

し尿浄化槽の 1戸当たり
処理対象人員 負担金等額

一般家庭 10人以下 230,000円

10人以下 230,000円

10人を超え
350,000円

20人以下

20人を超え
400.000円

事業所等 30人以下

（店舗等併用

住宅含む） 30人を超え
600,000円

40人以下

40人を超え
800,000円

50人以下

51人以上 1.000,000円

第1期 第2期 第3期 第4期

6月1日 9月1日 12周1日 2月1日

納 期 間

6月30日 9月30日 12向25日 2月末日

初年度 19.900円 19,100円 19,100円 19, 100門

次 年 度 19.100円 19, 100円 19, 100円 19, 100円

次々年度 19, 100円 19.100円 19, 100円 19,100円

②負担金等の納入方法
《一般家庭（23万円）3年間12因分割納入の場合》

※分野j重ill費に100円未満の錦数があるときは、
その昔話数は忌初の納耳目の負担金等に合軍事します。

下
水
道
を
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

．その他・・・

ガソI）ン、シンナー、石

油等は爆発する危険性があ

りますので流さないように

下
水
道
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ

て
、
何
で
も
節
し
て
い
い
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
の
財

必
で
あ
る
下
水
道
を
、

一
人
ひ
と

り
が
ル

l
ル
を
守
っ
て
使
い
ま
し

ょ‘っ
。

ふろ

．洗濯場・風呂・洗面所では…

洗濯では、リンをきまない洗剤を使

いましょう。毛重量などは嘗を詰まらせ

る原因となるので目ざらい等を用い

て、管に入らないようにしましょう。

．台所では・・・

食用廃油等の油脂類、調

理くず、残飯などを流すと

讐が詰まったり悪臭の原因

となりますので流さないよ

うにしましょう。

・トイレでは…
水洗トイレにトイレットペーパー

以外の水に活けない紙や紙おむつ、

タバコ、ガムなどを流さないように

しましょう。

下
水
道
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・
相
談
は

役
場
下
水
道
課

（公
役
場
内
線
2
6
1
・

2
6
2
）
ま
で.. 



町
民
の

つ

朝
日
町
の
平
成
凶
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
予
算
は

「
豊
か
な
自
然
と
文
化
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
”
あ
さ
ひ
‘
」

の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
向
と
う
1
年
間
の
「
町
の
台
所
」
を

ま
か
な
う
も
の
で
、
私
た
ち
の
菖
う
し
と
深
い
つ
な
が
り
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
も
「
財
政
の
こ
と
作
ゅ
う
お
ま
か

せ
」
と
い
う
夫
と
、
「
町
の
予
算
は
難
し
く
て
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
妻
に
登
場
し
て
も
ら
い
、
町
の
平
成
凶
年
度
予
算
の

概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成14年度予算

回国園田岡国
fl）局

町
の
予
算
は

我
が
家
の
家
計
簿
と
同
じ

子
符
と
は
、

ー
！

川
の
・
家
計

順
一γ
円
以
の
や
り
く
り
の
こ
と
。
成

1
t

人
は
年
間
の
収
入
、
城
山

はい火
山
の
こ
と
で
、
泉
本
的
に
は
わ

が
家
の
家
計
簿
と
変
わ
ら
な
い
ん

だ
。
だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
使

い
た
く
て
も
予
算
に
は
限
度
が
あ
る

し
、
何
よ
り
も
み
ん
な
の
税
金
な
ん

だ
か
ら
、
し
っ
か
り
し
た
計
剛
や
万

針
に
基
づ
い
て
、
有
効
に
使
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
。

公｛縄鑓
12t96.153万円
(19.0%) 

－
h

そ
う
ね
、
川
の
竹
下
に

開

小
山
内
は
裂
け
や
制
批
、
迫
路
盤

4
1
備
な
ど
、

私
た
ち
み
ん
な

の
作
仁
川
に
州
償
問
係
あ
る
も
の
ぼ
か

り
だ
わ
。
こ
れ
ら
の
伐
川
は
払
た
ち

の
税
合
な
ん
だ
か
ら
、
有
効
に
使
っ

て
住
み
よ
い
川
づ
く
り
を
し
て
も
ら

わ
な
い
と
附
る
む
の
ね
。

ー
’

剛
の
家
計
簿
は
右
下
の

町
一γ
以
いい火
の
よ
う
に

3
つ
に
分
知

aー
さ
れ
る
ん
だ
。
町
の
説
本

的
な
行
政
巡
何
に
使
わ
れ
る

こ

般

会
計
」
、
国
民
健
康
保
険
や
下
水
道

事
業
な
ど
特
定
の
同
的
に
使
わ
れ
る

総務鑓
10傭4.631万円
(15.8%) 

ltn巧j肖n税交1雪釜
1!Q4.000万円（2.1%)

ll!l1吉譲§鋭iま刀、2億1.500万円（3.2%)

線Ag盆lまか6.397万円（1.0%)

使用料ー手量l!＇可 1(f.2.285万円（1.9%)

分担金 ・負I§盆 11!4.550万円（2.2%)
諸収入 1（！・8.807万円（2.8%)

－笹川診語票所

・宮崎診療所

. t箆診療所

－山崎診療所

・簡易水道

各会計の予算額

会一般会計総額 66億2,681万円

台特別会計総額 45億9,367万円

－園民健康保険 12｛.章5.749万円

・老人保健医療事業 25傷4,240万円

687万円

「特
別
会
計
』
、
あ
さ
ひ
総
A
H
病
院
の

迎
営
に
使
わ
れ
る
「
企
業
会
計
」
の

3
つ
マ
こ
れ
ら
を
A
N
Aす
る
と
、
川

が
こ
の
l
作
川
に
使
う
お
令
は
1
4

3
偲
4
．
3
8
6．ん
川
に
な
る
ん
だ

そ
れ
で
は
、
ま
ず

一
般
会
社
に
つ

い
て
説
明
し
よ
う
。

町
民

一
人
当
た
り
の
予
算
は

お
よ
そ
れ
万
2
，0
0
0円

l
l

ま
ず
、
今
年
度
の
一
一
般

順
一γ
以
会
計
の
予
見
総
額
は
印

1
〈

倍
2
‘

6
8
1
万
円
ト
化

一般会計の縫移

m出
圃
曙

9
，4
7
5万
円

n

’1，4
0
8万
円

万円

、．脚”。
900.000 

800.000 

700.000 

600.000 

500.000 

~00.000 

300.制

2ぬ制

100.航。

体
の
必

・
2
%を
山
め
て
い
る
ん

だ

こ

の

れト
に
川
似
の
小
で
以
も
大

き
い
の
は
川
悦
で
、
全
体
の
お

・

そ
の
ほ
か

2
%を
山
め
て
い
る
ね

保
行
料
な
ど
の
分
担
令

・
負
判
令
や

，町常什山
ψ

じ
の
山
糸
口
な
ど
の
使
川
料

・

手
数
料
が
あ
る
ん
だ

だ
と
す
る
と
、

依
存
財

問

…
’
刷
版
と
は
、

ー

足
す
る
分
を
、 自

主
財
源
で
不

国
や
県
が

交
付
す
る
お
令
の
こ
と
の
よ
う
ね
。

い
わ
ば
、
夫
山
ぶ
か
ら
の
仕
送
り
の
よ

う
な
も
の
か
し
ら
《

そ
の
と
お
り

そ
の
依

－同
一γ〔
す
一則
一仰
の
中
で
一
釆
聞
大
き

4
1

1い
の
が
地
万
交
付
税
。
こ

川
が
川
悦
と
し
て
集
め
た
お

れ
は
、

合
を
町
の
財
政
状
洲
に
ル
じ
て
配
分

す
る
も
の
な
ん
だ
。
そ
の
ほ
か
川
や

県
か
ら
の
官
業
に
付
す
る
附
助
金
に

は
同
州
支
川
令
や
似
点
山
令
な
ど
が

あ
る
ね

ま
た
、
川
的
と
は
、

lllf 
カt

大
き
な
引
業
を
す
る
と
き
に
内
科
に

応
じ
て
凶
な
ど
か
ら
的
り
る
お
令
の

こ
と
。
我
が
家
で
一
古川
え
ば
取
や
家
の

ロ
ー
ン
の
よ
う
な
も
の
だ
ね
。

作叫が
ぶ
の
家
計
簿
と
阿

mum
じ
で

f
i
l
l川
川

よ
り
’
リ
ド
川川
淵
の
比
中
か

い
い
川
い
店
が
叫
れ
ま
し
い
の
ね

・2・

1,408万円

693万円

2.174万円

4,392万円

6億9,473万円

438万円

113万円

143億4,386nFl] 

31億2,338方円

－下水道

・南保外二地区用水

．奨学資金

食病院窃築会計

｛企2覧会計）

l総合計

10震度 11a:鹿 12年度 13f;!R14年度

の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
昨
年
度
に
比

べ
て

M
%
の
減
と
な
っ
て
い
る
ん

だ
。
で
も
、
今
年
は
凶
の
附
正
予
掠

に
作
い
、
川
の
附
．化
F
MM
で
は
、
保

行
川
被
備
が
業
や
C
A
T
V
下
業
な

ど
約

5
位

5
下
万
円
の
新
脱
が
業
を

加
え
る
と
む
し
ろ
、
約
4
%
の
附
に

な
る
ん
だ
ち
な
み
に
今
作
山
の

v

n舶
を

一
肘
川
中
I
た
り
に
挽
口
す
る

と
、
約

l
2
8
．h
ぺ
．
0
0
0
川、

川
氏
－
人
中1
た
り
で
は
、
お
よ
そ
引

万
2
．
0
0
0
円
。
次
の
ぺ

l
ジ
の

れ
上
、
成
人
の
グ
ラ
フ
が
お

m
Hと

そ
の
金
舶
を
ぷ
わ
し
た
も
の
な
ん
だ

i
l

な
る
ほ
ど
、
川
に
人
つ

開

小
山
ハ
て
く
る
お
金
に
は
税
金
の

i
ー

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る

の
ね
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
グ
ラ
フ
に

あ
る
山
主
財
似
や
依
仔
財
制
は
ど
う

い
う
怠
昧
な
の
つ

l

l

，H
主
財
制
と
は
、

町
税

剛
一γ
以
の
よ
う
に
町
が
独
自
に
調

4
1

達
で
き
る
お
念
。
政
人
全

予
算
が
わ
か
れ
ば

町
の
動
き
が
見
え
て
く
る

町
の
，vn什
は
難
し
く
て、

開

小
山
ハ
私
に
は
わ
か
ら
な
い
な
ん

t
1

て
思
っ
て
い
た
け
ど
、
紘
一

本
的
に
は
技
が
家
の
家
計
簿
と
川
じ

こ
と
な
の
ね
。
次
に
成
山
だ
け
ど
、

上
の
政
山
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
ど
ん

な
こ
と
が
わ
か
る
の
か
し
ら
。

r
EJ
eB

・・・』、，
f
h
F
め
4

、込冒仇れ
M
H
H
2
E

．、

川川

A
M
’’1
3
，
ぺ
』
可
A
h
h白
判
制
対

剛
一γ
〔
〕
が
多
く
、

－

〈

も

の

も

あ
れ
ば
、 i

・e
－

f
〉

・

l

h
1

て
が
・1
7
－

必
E
T－
－
－

L

’

制
あ
L

て
い
く
も
の
も
あ
る

川
づ
く
り
を

充
実
さ
せ
る
に
は
長
い
吋
問
が
必
要
。

つ
ま
り
こ
の
グ
ラ
フ
を
け
ん
れ
ば
、
町

づ
く
り
の
庁
向
が
見
え
て
く
る
ん
だ

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ
ゃ

閉

山十
以
内
今
年
度
は
ど
ん
な
内
符
に

1

4

な
っ
て
い
る
の
か
し
ら
。

蔵
川
の
中
で
以
も
ト
八
き

同
γ一
な
川
A
U
を
山
め
て
い
る
の

1

4

は
公
的
針
。
こ
れ
ま
で
の

私
た
ち
の
刊
行
ら
し
に
街
抗
し
た
生
日

廿
市
，
盤
盟
備
や
教
台
関
境
輸
出
仙
、

き
り

に
町
の
発
展
や
活
性
化
の
た
め
、
さ

み
さ
と
、
あ
さ
ひ
町
小
の
学
校
建
設
、

「
サ
ン
リ
l
ナ
ペ

「ら
く
ち
1
の」、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
喝
、

な
な
い
ろ
K

A
N
の
常
備
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
大

明
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
き
た
ね

こ
れ
ら
の
が
業
の
隙
に
川
や
飢
行
か.. 



ら
附
り
入
れ
た
お
金
を
返
済
す
る
た

め
の
純
白
な
ん
だ
よ
公
的
抗
は
成

山
全
体
の
ゆ

・
0
%
を
山
め
て
る
け

ど
、
こ
の
約
下
分
は
交
付
悦
と
し
て

町
に
入
っ
て
く
る
ん
た

i
！

民
坐
貨
は
耐
祉
関
係
に

開

ヤ
山
内
使
わ
れ
る
お
金
の
こ
と

41
ね
。
今
年
度
も
、
住
民
相

川
の
助
け
合
い
や
交
流
の
輸
を
ひ
ろ

げ
る
ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り
が
業
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
わ
。
ま

た
、
引
き
続
き
高
齢
福
祉
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
や
、
介
護
保
険
対
象
外
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
も
允
実
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
の
ね

総
務
白
で
は
地
域
内
以

が
、
そ
の
地
域
を
的
性
化

す
る
た
め
に
’
H
ら
合
同
・

巡
常
し
て
い
く
こ
と
会
主
回
附
す
る
わ

が
ま
ち
づ
く
り
が
業
を
進
め
た
り
、

引
筋
の
効
ネ
化
を
肉
る
た
め
に
斤
内

の
O
A
化
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い

る
ん
だ
。
ま
た
、
住
民
間
報
を
近
隣

地
域
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
私
た

ち
が
ほ
し
い
住
民
票
な
ど
が
、
よ
り

簡
単
に
干
に
入
る
計
画
も
あ
る
ん
だ
。

‘，J

衛
生
費
は
ご
み

・
し
尿

開

小
山
内
の
処
即
日
や
が
ん
管
崎
、

，vv・－－

ー
ー
約
漫
晩
、
一
欠
ポ
均
的
戊
ニ

l
J
l
i
f－
－

1
1
 

か
か
る
白
川
も
あ
る
の
ね
。
A
f
作
ほ

は
、
ご
み
の
．
小
川
出
投
策
山
町
中
に
附
す
る

B
EJ

主
の
グ
ラ
フ
を
見
て
ご

順
一γ
以
ら
ん
。
こ
れ
は
成
山
を
そ

l

t

の
性
質
ご
と
に
分
知
し
た

「
性
質
別
政
出
分
矧
」
と
い
う
も
の
な

ん
だ
。
義
務
的
経
費
や
投
資
的
統
費

な
ど
大
き
く
3
つ
に
分
頬
す
る
こ
と

で
、
財
政
運
営
の
状
況
や
経
済
的
機

能
が
わ
か
る
ん
だ
。

hf

義
務
的
経
抗
に
は
人
件

開

小
山
？
の
ほ
か
、
川
内
紛
佐
助
成

1

ー
な
ど
の
扶
助
抗
、
前
人
余

返
消
の
た
め
の
公
的
則
的
が
あ
る
け
ど
、

こ
れ
は
町
の
迎
符
の
た
め
に
は
必
ず

支
払
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
賀
川

ね
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
訓
A

け
が

ト
〈
き
い
と
れ
山
に
使
え
る
お
令
が
少

な
く
な
る
わ
け
ね
。

条
例
、

い
わ
ゆ
る
ポ
イ
的
て
条
例
が

施
行
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
側
わ
る

お
合
が
合
ま
れ
て
い
る
わ
ま
た
、

検
必
を
交
必
し
や
す
い
よ
う
な
、
似

み
よ
い
地
械
を
作
っ
て
い
こ
う
と
い

う
の
が
健
服
づ
く
り
推
進
民
投
同
官

業
ね
。
こ
の
ほ
か
向
齢
脊
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
柿
の
助
成
や
、
今

作
一
ほ
か
ら
幼
児
院
蝦
抗
は
、
病
院
な

ど
で
窓
川
町
燃
料
化
に
な
る
の
ね
。

－

r
jt木
裂
は
迫
路
桜
備
や

順
一γ
）
一
河
川
改
修
な
ど
の
都
市
基

1

4

盤
の
整
備
に
使
わ
れ
る
お

金
の
こ
と
。
今
年
度
は
、
泊
環
状
線

の
バ

リ
ア
フ
リ

l
化
を
行
う
こ
と

や
、
人
川
附
川
と
山
住
促
進
の
た
め

の
宮
地
治
成
や
阿
川
刊
百
の
け
叫
川
叫
が

川一
向
さ
れ
て
い
る
ね
。
ま
た
3
川
に

一
部
供
川
を
開
始
し
た
下
水
辺
市
P

業

も
引
き
続
き
て
引
を
進
め
る
予
定
に

し
て
い
る
ん
だ
。

h
！

次
の
数
行
白
は
数
行
－

m
v山内
文
化
に
使
わ
れ
る
お
金
の

1

ー

こ
と
。
今
年
出
は
出
火
共

同
参
両
社
会
の
形
成
に
関
す
る
条
例

が
施
行
さ
れ
、
「
到
女
共
同
参
両
計
画
」

を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

ね
。
ま
た
今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
学

校
バ
ハ
制
を
支
援
す
る
時
々
な
ポ
業

も
教
市
町
の
山中
心
の
ひ
と
つ
ね
『

h
sA
j
ノヘ

山
林
市
小
尚
治
白
で
は
、

．．
 
，
，ι同国，K
L
A山
栄
公
社
へ
の
川
町
令
や

－
｝
｝
そ
の
と
お
り
。
も
う

a

mv忌
つ
の
投
資
的
純
白
は
、
ま

1
1

ち
づ
く
り
の
光
夫
に
使
わ

れ
る
お
令
の
こ
と
。
州
政
、
私
た
ち

の
生
活
に
影
枠
を
い
いI
え
る
も
の
な
ん

だ
。
ζ
れ
は
、
多
い
ほ
ど
良
い
と
一ι

わ
れ
て
る
け
ど
、
こ
の
財
源
の
た
め

に
た
く
さ
ん
の
町
似
を
借
り
入
れ
る

と
将
米
、

前
九
似
返
消
の
た
め
の
義
務

的
純
白
がわ〈
き
く
な
る
っ
て
わ
け

h
！

な
る
ほ
ど
。

μ則
に
わ

開

小
山
門
た
る
財
政
計
一
州
は
と
て
も

l
！

市
耐
火
な
こ
と
な
の
ね
。
で

は
、
町
の
財
政
状
況
は
ど
ん
な
ふ
う

に
な
っ
て
い
る
の
つ

、
有
イノヘ

A

ノ
作
肢
の
行
討
伐
の
悦

・・E司
、、d

－v
『

d
k
l
〉
成
別
行
で
は
、
さ
っ
き
も

出
来
の
け
柄
本
で
あ
る
仁
づ
く
り
を
進

め
る
上
嶋
改
以
付
加
が
治
を
、
ま
た

消
防
白
で
は
、
析
し
い
ぬ
叫
に
作
引

の
間
人
を
行
う
ん
だ
ど
ち
ら
も
今

の
制
H
町
に
は
必
必
な
引
業
だ
ね
。

hf

必
要
だ
と
い
え
ば
、
労

開

小
山
ハ
働
背
の
服
用
問
題
が
深
刻

1

化
す
る
小
、
労
働
白
で
は

新
た
な
雌
川
を
行
っ
た
引
業
行
と
就

業
符
に
焚
励
金
を
交
付
す
る
川
川
刷

出
奨
励
令
官
業
が
行
わ
れ
る
わ
。

h
l

・

こ
う
し
て
み
る
と
、
子

一
一
γ）
算
っ
て
い
う
の
は
、

い
ろ

1
i
ん
な
堺
業
で
儲
々
な
使
い

万
が
さ
れ
て
い
る
ん
だ
ね
。
全
般
的

に
け
ん
る
と
、

A
r
作
山
の
，
h
J

門
川J

は
、
川

以
の
ル
仁
川
や
附
の
中
の
川
知
に
刈
w附

し
た
予
知
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
ね
。

h
！

使
い
迫
は
わ
か
っ
た
け

開

小
山
ハ
ど
、
%
に
な
る
の
は
町
の

1

財
政
迎
常
が
健
全
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
だ
わ
。

｝
3

・
そ
う
だ
ね
。
我
が
家
だ

一
一
γ一
つ
て
食
作
一
や
川
金
の
巡
消

1
t

が
午
前
授
の
ト
八
平
を
山
め

て
い
る
と
健
全
な
家
計
と
は
言
え
な

い
か
ら
ね
。
じ
ゃ
あ
次
に
町
の
財
政

状
説
を
見
て
み
よ
う
。

使
う
性
質
に
分
け
れ
ば

財
政
状
況
が
見
え
て
く
る

ぎ
っ
た
と
お
り
公
的
貨
の
訓
合
が
少

し
仲
び
て
い
る
ね
。
こ
れ
は
「
サ
ン

リ
i
ナ
」
な
ど
の
往
ぷ
佐
川
の
返
怖

の
ほ
か

「ら
く
ち
5
の」

分
の

一
部

な
ど
も
返
済
が
始
ま
っ
た
た
め
な
ん

だ
。
ま
た
昨
年
と
同
線
、
あ
さ
ひ
総

合
病
院
の
新
築
と
い
う
大
事
業
を
同

前
に
抗
日
え
て
い
る
た
め
、
投
資
的
経

伐
を
仰
え
て
い
る
な
ど
、
川
の
財
政

は
J
州
的
に
辺
仇
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。

さ
ら
に
、
日
仏
wm
l
川
口
げ
に
川向山川
さ
れ

た
「
．
平
成
ロ
年
一
以
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
｝

を
み
る
と
、
的
入
金
剛
山

μは
お
応
6
、

5
9
7
万
円
と
な
っ
て
い
る
け
ど
、

約
必
億
円
は
交
付
税
で
町
に
交
付
さ

れ
る
た
め
、
実
質
の
山
間
刈
は
、
下
分

以
．
卜
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

一
人
ひ
と
り
の
町
ゆっ
く
り
へ
の

参
加
が
大
き
な
力
に

h
！

町
の
行
政
運
営
に
は
、

開

小
山
ハ
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
多
く

1

4

の
お
ふ
い引が
必
叫
な
の
ね
。

今
後
は
ち
つ
と
、
川
の
子
仰
に
問
心

を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
ね
。

－
〉

そ

う

だ

ね
。
で
も
、
山

mv忌
ん
で
い
て
以
か

っ
た
と
い

t
l

え
る
町
に
す
る
に
は
、

子

釘
な
ど
の
お
合
も
必
必
だ
け
ど
、

一

人
ひ
と
り
の
町
づ
く
り
へ
の
参
川
が

大
き
な
h
に
な
る
と
い
え
る
ね
。

｛ 町長の施政方針 ｜ 
これは、 3月議会定例会で魚津lllf：できた交流入11の削火、町民の福祉；業を弔点的に取り組lみ、 ），r; { 1: J~＇I r}i ~；~ 

HがJ.(1りlした f施政方針j のtiIから j向 ｜て、高齢行対策、生活培盤整備とj備の允実を凶るとともに、 rlii!i地歩

施策の概要をまとめたちのです。 jいった施策に対する一定の成果が/I¥j迫拡脳 バリアフリー化による渉い

一町政は着実に進展－ jせたものと！ぶっております。 ；て持らせるまちづくり・J~業のJ1~1m を
111: {1: I立は、下水道事業の一部供川 一町民の夢の実現に ；ド｜ります。さらに、学校迎511制の

IJH始、山保新士地区制整Jiil·J~~咋の； 向けた予算に － ：対応施策として訂少年地域ふれあい

大別プロジェクトの大恥iな進民、符 l 今年度は、かつてない大変厳ししい活動事業や学校開放活動支W・JI業な

川地lベ多U的施設りも生の!llさ、郷J：財政状i兄のtiI、’!=.i.li密話相の社会資：どを展開します。

が完成するとともに、さみさと小学’ 4正常備を挑逃するとともに、将来の ， また、男女の人権時if（と社会的助へ

校プール及び文化体育センターの摂；町財政の健全化に努め、必要な施策：の参［llijの機会確保を11的としたリj!J:. 
Wlもiiったと ころであります。また、（を心実に挑逃することにより、 1喧か iJ~I ·ゆ，，，附耐の策定、本Jj（，＼＇.＇＇／：山まで
「らくち～のjの入館者数もII札制な制r；な｜’｜然と文化、泊以あふれるまち“あ（の医療費無料化の縦続及び｜刈品川助

ぴをぶし、ふれあいまちづくり’l味、（さひ1の刈↓をめざし、Plf民智さんの： J&Jl）別物給付化、不法制 Iの｜ザ＇j11・.咋

IT,l市内会のソ フト事業も的椛に進め i夢の克明にllrjけた’H業の展｜測を凶つ！に附する条例制定及び開坑主化作発

るなど、明日町の発展につながる科 lてまいります。 jへの取り組みなど、 111r以の汗さんの

附・JI業が的実に進展をみた11＇・であり、 l rj Iでも、記fl：人1ll門大に向けた施 lニーズに蹟極的に応える子抑制1ili.X:と

これまでw屯要課題として取り制lん；取としてmr日II：’む辿。没や宅地造成・jじ なるよう努めたところであります。

～活気とにぎわい
産業づくり のあるまちづくり～

～安らぎとうるおい
町づくり のあるまちづくり～

～健康で1C1豊かな
人づくり 文也のまちづくり～

・四

産業振興

OJ~~~振興 18,480 Fl'l 

（山菜公社設な出資金など｝

Oil<川j；：段活性化対策 59,354千川

（｜：成改良対策事業など）

0休業 109,464 r-川

01J<y(i~帳興 14,516千円

01ili l：業 149.234下円

。観光 74,753下川

Oツ；倒j 18,916下門

OuUIJ日1//1＼究励金など）

｜ 町政の推進のため J 

Oふるさと活性化の推進 33、609下l'I

（わがまちづくり立援が業など）

00 A化椛進費 55,376下川

社会福祉 i生活環境

O地域r1,¥tll: 9.841下円： o一般雌棄物処.Eli! I 16.992Fl11 

0りUi1H1iht 573.579千円： o現境崩生抗 1,972下川

（幼児｜刈聞の刷物対台化など） : （不法投棄防止条例l~l.il!など）
健康づくり :o消防 294 .a211 r-1•1 
0位以附進対策a 43.982 r円； ｛救助T.作小山崎人など）

（他出づくり批准!l，没li'lなど） :O繰Ml金

O!u.~~Hri: f'I坊tr 12.492 fill : 簡易水道・J~~

u::;1q;1行インフルエンザ子｜前段純など） : 下水道！Ji業

0縦II ＇，~~ l都市基盤

l"I L~仙/,Ji保険 77、000T-1'1 : 0道路 199、333r-1’l 

ι－人保健 126,500千I'/: （前環状線バリ アフ リー化など）

州院 ・JI~ 222, 154下円： 0住宅建設 35,854千川

教育・文化 :o宅地造成 263.855 r・111 

Otl：会教行振興 25β06 r門 ：o公園 ・緑地 24,272千川

('"? 

21,347 fl'I 

54，げ7千r11

E回’
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i
h
園

一

お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
健
康
福
祉
課
医
療
保
険
係

（怨
内
線
1
4
5）ま
で

幼
児
医
療
費
の

助
成
方
法
が
変
わ
り
ま
す

医
積
費
が
窓
口
無
料
に

4
月
l
H
か
ら
、
幼
児
（
l
歳

以
上
の
未
就
学
児
）
の
医
掠
賀
の

助
成
店
法
が
変
わ
り
、
乳
児
（
O

成
山
）
の
以
縦
伐
の
助
成
店
法
と

川
じ
よ
う
に
、
病
院
等
で
の
窓
円

支
払
い
が
な
く
な
り
ま
す

た
だ
し
、
指
定
の
医
州
機
関
で

叉
ぷ
し
た
川
柳
A

け
に
限
り
ま
す

こ
の
過
川
を
受
け
る
た
め
に

は
、
別
的
に
受
給
資
栴
の
登
録
中

川
川
が
必
袋
と
な
り
ま
す
。
次
の
必

加
に
よ
り
子
就
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い

申
請
手
続
き
に
つ
い
て

①
助
成
対
象
幼
児

l
肢
か
ら
小
学
校
就
乍
前
ま

で
の
幼
児

②
中
訓
受
け
付
け
開
始
け

J

「
成
凶
作
ザ
4
月
l
け
か
ら

③
中
川
に
必
岱
な
も
の

ご
容
じ
で
す
か

長
い
間
勤
め
て
い
た
会
社
や
役

所
な
ど
を
退
職
し
、
現
伝
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
老
齢

（
退
職
）
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
、

お
よ
び
そ
の
被
扶
詫
荷
は
、
老
人

保
胞
に
修
る
ま
で
「
単
純
行
医
術

制
度
」
で
似
械
を
受
け
ま
す
。

対
意
と
な
る
人

政
の
条
件
の
す
べ
て
に
あ
て
は

ま
る
人
と
そ
の
被
扶
昨
日
行
が
対
象

e

と
な
り
ま
す

み
U
瓜
、
ロ
凶
広
ペ
リ
冶

，雲
『」動

品
γ

怨
命

多
窃

－
他
出
保
険
必

．
印
か
ん

④
受
け
付
け
場
所

役
場
健
康
稲
川
肌
課
侠
療
保
険

係
（
役
助
l
附
③
市
の
窓
川
）

⑤
出
川
記
の
似
州
機
附

窓
U
で
の
支
払
い
が
な
く
な
る

指
定
の
訳
出
機
関
と
は
、
明
什
町
、

t
、正’・
1
1
、
μ
ド．、、
a』
r
I
、
l
d
k
H
・1
、J

J

ノ
』
a
川

川

’

l
ノ
4
1
1
m

川
勺
d
H
i
H
0

．
似
州
機
聞
で
す
〉

な
お
、
こ
の
l
山

3
町
以
外
で

受
診
さ
れ
た
均
九
け
は
、
今
ま
で
ど

お
り
制
収
川
等
を
お
持
ち
に
な
り
、

泌
付
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

＠ 
〈ア

む

「
退
職
者
医
療
制
度
」

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
。

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い

戸
L

除、
。

φ
匂

L

③
惇
仲
れ
年
金
や
各
傾
性
ハ
消
組
合
（
凶

民
年
金
は
除
く
）
の
者
齢
年
余
や

巡
職
作
合
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
人

で
、
そ
の
被
保
険
行
期
間
が
初
作

以
k
あ
る
か
、
ま
た
は
ぬ
城
以
降

川
年
以
上
あ
る
。

退
職
被
保
蹟
者
と
な
る
日

作
令
の
叉
桁
椛
の
話
促
し
た
い
が
、

制
川
町
を
合
む
入
山
内
情
J

・
阿
小
判
竹
内

に
3
川
は
H
、
「
交
通
死
亡
下
政
多
発

山
河
川
叩
」
が
発
A
H
A
C
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
以
内
で
は
ロ
件
の
死
亡

が
般
が
発
作
．
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
4
作
が
入
品
目
判
竹
内
で
発
生
し
、

さ
ら
に
そ
の
4
件
の
う
ち
2
件
は
開

け
川
で
の
下
政
で
、

2
n中
に
相
次

い
で
活
魚
し

て
い
ま
す
。

こ
の

2
件

が
い
ず
れ
も

高
齢
咋
の
死

高
齢
者
の

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が

変
わ
り
ま
す

4川lHから、山川附行｛芭人．似州支給

行）の外米にかかる．阪械的の什己白川一制

がた記のように改定されます。なお、

入院にかかる医療白の山己負担制は、

今までどおり定不l訓負担（上限額3

7‘200川）です。

医 療 機 関 の 種 類 3 月 3 1日まで 4 月 日から

定額制の｜災僚機関
I 11 800円 I U 8501'1 

(JI 41111 3,2001'1まで） ｛灯4111] 3,400111まで）

l測負担 I ・,iflj f'! {I! 
院外処方せん lヶJlの｜；間額 3.0001'1 l ヶ月の 1·.1~1前！ 3,200111 

の交付を受けFツド盟問…］
？ツド散が200叫

なかった場合 f両院のt弘子干 病院のJ弘行

5.0001 5,300 

定率制の I \lllJ~~判 I ;111J £'! 11 ! 

I~ 書官隊 f.Yil
lヶjl の l；ド~~矧 l ヶ n の 1 ·.m~制

l欠航機｜晃l 1.500ドl ｜天保伐！見l 1,600円
院外処βせん

~i 1,500川 告さ よる 1,600円
の~Hを受H

たJ場合 「~＇ペ＿：ヘのr柴人ッド綾が200体以 IJ ［，ベ梨茨i柄僚ッ慌間ド劃のM則が均2日001,.j.:以1門円：J術院の均合

It.！機関 2.5001'1 2,650 

/wj 2 .500川 2,650 

（外来の場合）退
職
被
保
険
者
に
な
る
け
で
す
。
受

給
権
が
発
生
し
、
年
金
を
も
ら
う
手

続
き
を
す
る
と
年
令
証

3
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
。
年
金
証
替
が
崩
い
た

H

か
ら
、
は
円
以
内
に
国
民
健
康
保
険

の
窓
口
へ
崩
け
て
く
だ
さ
い
。

．． 医師民自畑町漉~初・砂

印かん国保の保隙証

電堕
年金証

し
し
が
放
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
・
川

齢
お
や

f
ど
も
の
交
通
下
政
防
止
が

市
川
虻
な
剤
師
。屈
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
交
通
事
故
防
止

緊
急
対
集
会
議
を
開
催

制
口
町
で
い
け
川
齢
民
自
の
死
亡
事
政
が

相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
町
ぃ
父
迎
対
策

協
活
会
が

2
川
お
け
、
一
日
川
附
行
を
刈

象
に
緊
急
対
策
会
泌
を
聞
き
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
話
人
ク
ラ
ブ
会
は
ら

約

ω名
が
参
加
。
交
通
ル
ー
ル
順
守

な
ど
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、
町
内
の

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

受
診
の
と
き
に
『
国
民
健
康
保
険

退
職
被
保
険
者
証
」
を
提
示
し
て
診

療
を
受
け
ま
す
。

・父辿ぃ
V
Mや
危
険
問
所

に
つ
い
て
の
怠
見
交
換

が
行
わ
れ
、
「
じ
n
り山川

ち
を
さ
け
て
、
取
し
巾
均

を
横
切
る
市
が
危
険

だ
』
な
ど
の
怠
見
が
山

て
い
ま
し
た
。

（訪問看護の場合）

3 月 3 1日まで 4 周 日か ら

定 古fi lliil 
I 11 600PJ I II 640111 

(JJ51"1 3、0001'1) ()I 51111 3,200円）

I ·,i:11 負 ~IJ. 1 ・,11110111. 

~ 品＇.・＇、 ；おlj lヶJ-Jのじi:l！制 lヶJJの ｜：ドH制
3、OOOPI 3,200111 

※外来の薬剤および入院時の

良耶代は、左記の一部負制一金

以外に別途負担します。

一 吉日 負 担 金

退職被保険者
外来2割 入院2割

本人

被扶賞者 外来3割 入院2割

4月6日（土）～15日（月）

ゆずるやさしさ
まつゆとり”

1 .子どもと高齢者の交通事故防止

2.シー トベルトとチャイルドシート着用の徹底

3.猷酒運転等悪質・危隙な運転の追放

“安全は

重点事項

置固・
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企ルーキー ｛？）

西
部
保
育
所
の
巻

〔
も
う
す
ぐ

一
年
生
〕（

5
此
川
ん
）

似一
UH

－－
「
も
う
す
ぐ

一
作
作
い
や
ね
」

M
h～
ι
「う
ん
。
わ
く
わ
く
す
る
5
」

似
山
川
上
「
ど
う
し
て
つ
」

M
E
ん「
勉
強
っ
て
お
も
し
ろ
そ
う
！

ぼ
く
の
お
姉
ち
ゃ
ん
川
越
出
し

て
く
れ
る
か
ら
学
校
で
や
る
が

楽
し
み
な
が
や
っ
そ
」

〔
ヤ
ク
ル
ト
？〕

（

3
歳
児
）

フ
ル
ー
ツ
サ
ラ
ダ
を
食
べ
て
い
る

と
き
の
会
話

K
く
ん
？
の
l
こ
れ
お
い
し
い
ね
え
」

川氏
川
上
「
う
ー
ん
、
お
い
し
い
ね
。
こ

れ
削
だ
ろ
う
ね
つ
」

K
くん「
う
ー
ん
、
こ
れ
ヤ
ク
ル
ト
入

っ
と
る
ん
や
ね
」

・国

川凶行
L
L

｛え
ー
っ
ヤ
ク
ル
ト
つ
』

K
くん

「あ
1
ち
が
っ
た
。
ヨ
ー
グ
ル

ト
ゃ
っ
た
わ
｝

附
…
れ
笑
い
を
す
る
K
く
ん
で
し
た
。

｛
お
そ
い
た
ん
じ
よ
う
び
｝

（

5
成
児
）

j
〈ん「
た
ん
じ
よ
う
び
、
お
そ
い
が

い
や
！
な

i
o
だ
っ
て
お
反
だ

ち
い
は
っ
て
く
る
も
ん
」

川
氏
川
上
「
今
一
以
6
レ
イ
に
な
る
か
ら
い
い

ね」

J
くん

「
う
れ
し
い
、

ぼ
く
も
い
ば
れ

（？） 企ヨシ

ペ
ン
ネ
ー
ム
が
虫
の
く
せ
に
ね
。

（p
．N
天
道
大
轟
さ
ん
）

＠
雌
か
に
。
で
も
か
わ
い
い
山
も
い

る
と
思
う
の
で
・
・・
。

い
つ
も
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
新

学
期
の
引
き
締
ま
っ
た
気
持
ち
を
思

い
出
し
ま
す
。
・
：
思
い
出
す
っ
て
、

そ
う
言
え
ば
も
う
何
年
前
の
話
っ
て

感
じ
。
あ
l
「ま
た
新
年
度
か
」
と
思

う
社
会
人
な
り
。
（

P
Nぽ
ち
さ
ん
）

＠
：
社
会
人
に
と
っ
て
の
存
と
は
た

め
以
の
令
部
な
の
で
し
ょ
う
か
。

来
月
の
テ
ー
マ
は
「
あ
な
た
の
好
き

な
朝
日
町
パ
ー
ト
2
」
で
す
。
明
H
町

の
川
き
な
と
こ
ろ
、
制
店
、
特
派
川
川

な
ん
で
も
書
い
て
進
っ
て
く
だ
さ
い
。

パ
l
卜

2
ま
で
や
る
と
い
う
こ
と
は

何
か
ね
ら
っ
て
い
る
の
か
；
つ
・

※
投
稿
者
の
み
な
さ
ん
へ

氏
名
の
制
峨
が
附
る
均
九
川
は
、
氏

名
の
ほ
か
に
「
料
名
希
出
」
や
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
お
百
き
く
だ
さ
い
。

る
か
ら
」

鹿
沼
A
U
イ
ズ

~（！® 

企月之ITJJ前（ 15) 

〔
問
題
〕

①
朝
日
町
の
千
成
M
年
度
の
下
代
H
A
総

椴
は
つ

A
約
日
必

8
約
m
w
m胤

C
約
m
初
心

（つ）企てんてこ

h
J

．哨
切
な
恥
h

J
「
山
崎
－

h
w

ケ
怠
）

｛

h
H
也
市
山
噌
刷
斗
“
円
。

．0
引
ぱ
，
、
川
妄
ぜ
勺

11

1

J
H
叶

3
h
h
Z
3
A
J
z
z
t
w帆つ

γ
川

町

仇

吋

atr乙
以
叫
嶋
市
F

・…mr刈
（

tw
ね
吹
い
ぬ
い
ご
引
叫
ん
M
M
山
お
山
蝶

da－－
‘
守
川
s
e
3
陪
民
団
m
u
u
w
す
M

戸
建
事
’
W

’J
F
，

K

4

4

：2
1
1
 

4
一戸
、一

ザ

，i
h
－－J
U／
室

町
ザ

「

1
円。！
ケ
除

－

企

②
「
九
筒
庄
小
で
車
い
す
購
入
の
た
め

集
め
ら
れ
た
民
合
は
つ
－

8
0川－
h

A 

1’i 

C
下
刊
札

（~ ~~~~D:4 
叫 ~· * ·~内＂·~~（り初ずt

a・妻、之、..品しJ!,

..“・1》ヒ＠常者l＇－寺”又 .. 

Ke vi”・ ..........・4

会主<l合主 わい時
.t.:¥ " ..考古、司‘

. :-"¥ ~：.：»<tM.鵠1

aアマグリ蝶 （？）

川~. ＂ 0 
会，，. .，，，偽l!l' 抑~.＼甚・J_.• _. 
,-........ ，・・＂＇＂・＂・ ‘W) 

l・・"11'.，，。い〉寺、...，阜、aι

『司＂＂＂

〔
応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
筈
え
の
記
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
需
い
て
4
用
問
日

（当

ハ
消
印
い
れ
効
）
ま
で
役
場
総
務
訓
総

務
広
鰍
係
（
干
蜘

1
0
7
9
3仙
川

町
迫
．
ト

l
1
3
3）
へ
送
っ
て
く
だ

さ
い
。
抽
選
で

3
人
に
阿
川
み
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

4
川
号
の
当
選
者
は
、

P

N
受

験
店
じ
さ
ん
、

P
N
結
城
梨
品
川
さ
ん
、

P

N
ポ
ッ
チ
ャ
リ
ー
さ
ん
に
決
ま

り
ま
し
た
。

ea司

」

）

R

’t
t

今

i

・マFJ
R

j

〉

沖

f
J叶
い

し

ミ

4

6
・1

川
・
勺
い

ーい

を
吋

h

t

t

A
M供

t
4
4
a
a

・1

u
u
川

J

を
・
し
笈

t

，
著
《

t

際

日
山

也町

ι
d
m
h

t

ポ

d

L

u
aコ
ド

恥

E

h
仏
、
ど
；
；
；
？
川町

投
稿
コ
ー
ナ
ー

さ
あ
谷
で
す
。
桜
の
花
が
よ
く
似

九
日
う
山
発
の
季
節
。
進
級
、
進
学
、

就
職
と
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た

万
も
多
い
の
で
は
。
私
、
⑬
も
・
仏
慨

を
相
当
し
て
も
う
1
作
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
に
は
喜
ん
だ
り
、
落
ち
込
ん
だ

り
と
振
り
川
さ
j
い
え
楽
し
ま
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
新
た
な
気
持
ち

で
、
コ
ー
ナ
ー
の
訴
を
引
か
な
い
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
。

町長のひとりごと

「花より団子jの季節が近づい

ています。桜情報によると4月
上旬にも開花とか。舟川べりの

桜まつりを楽しみにしている一

人として「もうし、くつ寝るといj

の心境であります。

日本さ くらの会が発刊してい

る「日本のさくら100選jを読ん

でいますと、何百種類もの；肢が

あることを改めて実感させられ

ますが、この100選に選ばれた

桜の中には、幾度となく訪れて

みたいと思う名所が、朝日町か

ら近い場所にもあります。おそ

らくその名所を守っておられる

方々は、大変な苦労を重ねてお

られるのではないでしょうか。

関係者の皆様に敬意と感謝を申

し上げます。

さて今3月議会で審議いただ

いている 「朝日間不法投棄の防

I上等に関する条例J、いわゆる

Iポイ捨て条例jですが、ごみ

のポイ捨てをしない、不法投棄

をしないという町民、事業者等

の責務が定められており、規定

に違反し、さらに命令に従わな

い者は「5万円以下の過料に処

するJこととなります。皆様と

共に環境美化に努めていきたい

と考えております。

また「朝日町男女共同参画社

会の形成に関する条例Jも審議

いただいております。この条例

の中では「男女共同参画社会づ

くり計画jを策定するための審

議会を設置し、ご意見をいただ

くこととなっております。

「やまびこ通信jやEメール

などでも、町民の皆様の貴重な

ご意見をお待ちしております。

info@town.asahi.toyama.jp 

(3月13日記）

今
月
の
テ
l
マ
は

「春
」
で
す
。

投
稿
さ
れ
た
は
が
き
を
紺
介
し
ま
す
。

春
で
す
。
吾
は

一
年
間
で

一
番
好

き
な
季
節
だ
あ
l
。
今
年
は
花
見
に

行
く
ん
だ
ろ
う
か

・。

（p
．N
ア
マ
グ
リ
蝶
さ
ん
）

＠
受
験
生
だ
そ
う
で
。
桜
の
化
の
よ

う
に
満
州
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

「春
」
と
い
え
ば
あ
た
た
か
い
。
虫

が
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
。
あ
あ
こ
わ
い
。

企 n之円揃（15) 

町鴎



以
ν
桜
ま
つ

4
月
7
日
間

正
午
i

務
の
訪
れ
と
と
も
に
恒
例
の

「あ
さ
ひ
桜
ま
つ
り
』
が、

例
日
町
の
般
の
名
所
刈
川
べ
り
で
今
年
も
開
れ
さ
れ

ま
す
。

会
場
で
は
、
杓
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、
リ
引
芸
妓

組
合
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
踊
り
を
は
じ
め
多
彩
な
併
し

が
利
わ
れ
ま
す
。
（刷会
大
中
化）

ま
た
し
伐
に
は
か
が
り
火
や
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど

で
幻
惣
的
な
雰
阿
気
が
演
山
さ
れ
ま
す
。
（
か
が
り
火
は

州
大
順
延
）

詳
し
く
は
新
聞
の
折
り
込
み
ち
ら
し
を
ご
は
く
だ
さ
い
。

司e
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『
不
法
投
棄
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
』
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
t

緑
豊
か
な
向
然
に
一
忠
ま
れ
た
明
H

町
も
、
近
年
の
生
活
憾
式
の
変
化
に

伴
っ
て
ご
み
が
用
加
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
，
部
の
モ
ラ
ル
の
な
い

人
々
に
よ
っ
て
、
後
を
絶
た
な
い
ポ

イ
協
和
て
や
不
法
投
策
：

。

い
朝
日
町
を
守
る
こ
と
を
問
的
と
し

て
制
定
さ
れ
た
条
例
で
、

平
成
凶

作

8
月
l
口
か
ら
他
行
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
と
罰
則

美
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

仙
川
町
に
休
ん
で
い
る
万
は
も
ち

ろ
ん
、
川
内
に
勤
務
す
る
方
、
町
内

で
よ
地
建
物
を
所
有

・
代
理
し
て
い

る
方
、
そ
し
て
町
内
に
滞
布
、
通
過

す
る
観
光
佐
官
等
も
刈
象
と
な
り
ま
す
。

山
引
き
加
・タ
パ
コ

・紙
く
ず
な
ど
の

ポ
イ
抗
て
や
制
大
ご
み
咋
の
不
法
投

梨
、
制
い
犬
の
限
少
川
の
ふ
ん
咋
を

泊
路
や
川
な
ど
に
敗
目
す
る
こ
と
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
罰
則
と
し

て
5
万
円
以
下
の
過
料
が
定
め
ら
れ

た
ほ
か
、
特
に
思
質
な
も
の
に
つ
い

て
は
告
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
条
例
は
不
法
投
策

を
し
た
者
に
部
則
を
与
え
る
こ
と
が

本中
」
の
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お

付
い
の
心
が
け
、
託
配
り
に
よ
る

『ポ
イ
拾
て
、
不
法
投
策
の
な
い
美

し
い
川
づ
く
り
」
が
け
的
な
の
で
す
。

出
り
あ
る

m．仰
を
大
切
に
し
、
山

か
な
白
然
保
地
を
次
の
世
一
代
に
残
す

た
め
に
、
何
い
に
協
h
H
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

住
民
午
前
却
生
活
保
境
係

（宮
役
場
内
総

1
3
4
・
1
3
5
）

条
例
の
目
的

こ
の
条
例
は
、
み
な
さ
ん
と
川
が

一
体
と
な
り
、
勾
し
き
加
の
ポ
イ
斡
て

を九
パ
む
不
法
投
策
や
削
い
犬
の
ふ
ん

山ドハけを
防
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、
五
し

あ
さ
ひ
総
合
病
院
外
科

・回目

新
川
地
区
高
校
冬
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

新
人
大
会

（2
／
9
入
善
町
）

V
川山
f
の
部
l
仰
山
山
川
校

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
杯
県
レ
デ
ィ

ー
ス
ピ
ー
チ
ボ
l
ル
大
会

（2
／
げ

富
山
市
）

V
A
ク
ラ
ス
l
杭
V
巳
N
U
S

第
羽
田
町
民
ス
キ
l
大
会

（2
／
げ

宇
奈
月
町
）

V
地
似
付
抗
の

m
l仰
山
附

2
似

古
前
庇

3
似
泊
2
．似
V

一
一般タ

f

l
似
兇
凹
菜
徳
子

2
位
上
円
以
節
子

3
位
中
小
山
行
織

v
a般
児
f
A
（お

レイ
以
下
）
l
似
水
n
m
M成

2
似
九

断
水
出
雌

3
位
米
津
克
巳

V
M
B

（お
J
以
下）

l
位
村
口
降
ぶ

2

似
水
品
ハ
他

3
似
版
雌
十本
川
M
V

川
C
（引
レ寸
以
－卜
）
l
机
上
門
外
凶
人

2
位
上
肥
誠

3
位
治
水
直
樹

V
同

D
（切
－J
以
ド
）
i
杭
似
雌
必
刊

2
純
水
川
忠
川

3
似
川
…
勝
秀
樹
V

同
E
（
引
才
以
上
）
l
位
山
本
光
大

2
仰
寺
内
点
英

3
佼
水
島
忠
篤

第
嶋
田
下
新
川
郡
民
体
育
大
会

第

M
回
ス
キ
ー
競
按
会

（2
／
げ
宇

奈
月
町
）

V

一
般
k
f
l
似
辺
川
菜
刷
wr
v山

年
川山
f
l
似
水
ハ
問、山
V
成
年
別
f

A
l
位
坂
雌
ぃ
木
知
祐
V
成
作
目
ノ
寸
8

3
山川上
円
井
両
人
V
壮
年
目
下
JA

l
伶

以
雌
必
刊

2
似
山
小
川
忠
川
V
壮
年

別
イ
8
2
杭
加
雌
秀
樹

3
ιM
Kザ
内

山
（山央

第
羽
田
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

（2
／

2
1
お
サ
ン
リ
｜
ナ）

V
混
合
フ
リ
ー
の
部
l
位
み
そ
ラ
ー

メ
ン

2
依
り
ゅ
う
ち
ん
2
V
同
印

J
以
卜
の

m
l似
あ
ら
l

ち
ん

2

2
似
ア
ッ
キ

1
ズ
V
川
間
J
以
ト
の

部
l
悦
大
家
庄
よ
い
し
ょ

2
位
ソ

ル
ト

vm
r以

L
L

の
部

l
N
情
遊
ク

ラ
ブ

2
似
ト
ン
ボ
パ

l
ト
2

4月のスポーツ
・町ゲートポール春季大会
7日目 多目的広場 9:00～ 

・町民野球選手権大会
7日師、14日目 総合グランド
8 00～ 

・下新川郡・ 黒部少年サッカ一
大会
13自国 多目的広場 9:00～ 

・郵便局長杯ピーチポール大会
17日制～19日働 サンリーナ
19. 30～ 

・下新川郡中学サッカー交流大会
20日制 多目的広場 9 00～ 

・スポーツ少年団総合入図式
21日日 サンリーナ 9:00～ 

・Cクラス野球大会
21日日 総合グランド 9:00～

・新川地区選抜少年サッカ一大
.0. 
:z:;; 

27日制 多目的広場 9 00～ 

・県一般男女バスケットポール大室
28日（日～サンリーナ9・00～

スポーツ安全保険
加入の案内

この保険はスポーツや文化ボラ

ンティア等を行う5名以上の団体

であれば加入できます。詳しくは、

盆涯学習諜（公役場内線322）、サ

ンリーナ（合83-1838）まで

加入区分 A !3 c D 

対象とt子奉記供入仕のの活白文動埠't 号ラ今成ボ人ーの 子団 供体の
なる図係 団 体 団ス 体ツ

事範故の囲
団体活動 団体活動 団中往体活動 団｛体そ以活の外2往； 1平中と中その 中往復と中その 復と中その と中 書
往｛要

t基1λ年金額｝ 450円 800円 1.400丹 1.000円

死亡 2.000万円 500万円 2.000万円fi~万万円円｝ 

i号3.000万円 750万円 3.000万円 M5°万万円円｝ 

4.000f'l 1.800円 4.000円 (n~門丹） 

通1院B 1.500円 1.000丹 1.500円1旬.oio円円： 

2
月
幻
口
に
朝
日
間
で
発
生
し

犯
人
逮
捕
に
協
力
し
感
謝
状

医療の現場から

マンモグラフイつてなに？
乳房のエックス線撮影のこと

で、乳がんの診断や治療法の決

定に大変有効です。アメリカや

ヨーロッパでは最も一般的な検

査で、乳がんによる死亡率を減

少させる効果が得られており、

日本でも精密検査や検診にも取

り入れられています。エックス

線検査ですので放射線被ぱくが

ありますが、乳房への部分的な

もので、白血病などの心配はあ

りません（東京からニューヨー

クへの飛行機で浴びる自然放

射線量の約半分と言われてい

ます）。

がん検診で異常が見つかって

も、 その大多数の方は乳がんで

はありませんので、あまり心配

しないでください。たとえ、乳

がんが見つかったとしてもマン

モグラフィを使った場合には

早期がんの可能性が高くなり

ます。

マンモグラフィの診断で大切

なことは、 精度の高い専用の撮

影装置と適切な撮影按術で質の

高い画像を得ることと的確な読

影により、診断精度を上げるこ

とです。当院では平成13年2

月から最新型の撮影装置を導入

しました。またマンモグラフィ

検診精度管理中央委員会認定の

資格を有するスタッフをそろえ

診断にあたっています。すでに

年間600例以上の実績があり、

早期乳がんの方も発見されてい

ます。お気軽にご相談ください。

た
あ
て
逃
げ
ポ
刊
で
、
不
官同
車
両
を

一
必
悩
し
、

犯
人
辿
捕
に
協
力
し
た
仙

東
山
考

副
院
長

－小一仰
いじ
心
さ
ん
（ポド
柳
）と
、
川
の
災
訓

桁
碍
助

F
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

・
レ
イ
さ

ん（
L
L

迫
ド
｝
に
3
川

7
日、

察
特
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
仙
木
さ
ん
と
べ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
さ

人
放同
管

ん
は

「お
役
に
い
以
て
て
う
れ
し
い
」

と
史
朗
で
ぶ
し
て
い
ま
し
た
。

.. 



置型・

News & Topics 

私たちの思いが届きました
一魚津町長が朝日中3年生と「懇話会jー

生徒たちの町に対する要望や質問に答えるため魚

津町長が2月28目、朝日申ランチルームで「懇話会j

を聞きました。

社会斜で地方行政を掌んでいた朝日申3年笠が、

より良い町づくりについての要望を、｛やまびこ通信J
によせて町長へ届けたのがきっかけ。生徒たちの想

いに直接答えるべく魚津町長が教塩に立ちました。

そして 「若者の集まる施設をJr市町村合併はjなどの

質問にさまえ、「朝日町で喬ったことを常lこ患いながら、

大きく成長してほしいjとメッセージを送りました。

I顔を合わせてしゃべるのがー雷やちゃj
一ひとり暮らし老人一日招待一

ひとり暮らしの高齢者の方々を招待し、会食や

演芸を楽しみ、交流を深めてもらおうと2月26

日、 ［ひとり容らし老人一日招待jが老人福祉セン

ターで聞かれました。

これまで朝日町を築いてきたお年寄りに感謝の

気持ちを込めて、昭和52年度から開催している

この事業には舎回155名が参加。集まったみなさ

んは、近くに座った者どうしで談笑。

Iこうやって顔を合わせて、楽しくしゃべるの

が元気の素やちゃjの言葉が印象的でした。

あとは勇気を弱って実践を
一泊高校で，e,，肺蘇笠法の実習一

事政現場等で救急車が到着するまでに行う救急掲置を

掌ぽうと3月14日、 15目、泊高授の一年生1618が1C1

肺蘇生法の実習を行いました。

従来から保健体育では学んでいましたが、舎回初めて、

実際に現場で救，言活動を行っている救急救命土に講習を

依頼したもので、2ヨ間にわたりクラスごとに分かれて、

意識確認、気道確保、人工呼阪の方法を学びました。

講習を行った町のま丸急鞍命士3名は ｛掌んだととを実

際の現場でも、勇気を持って実跨してほしいjと話して

いました。

γ 

私たちも地繊を守ります
一郵便局と警察署が地域安全協定を締結一

郵便局や郵便配達員らと協力して地既の安全を

守ろうと2月25目、入喜重量察署と朝日町・入善

町の全21郵便局が地域安全協定を結びました。

この協定により、全ての郵便局が ［吾ども110

蓄の家jに、配達用のバイクと車両が r.：：子ども女
性110香運絡車jとなり、予どもや女性に対する

安全や、ストー力一行為、はいかい高齢者の擾索

に協力します。

警察署が公的機関とこのような協定を結ぶのは

県内では初めてのことです。

こちらは1円玉で1ぜひ使ってくださL¥J
一五箇庄小があさひ総合病院に重いす寄付一

五箇庄小ボランティア委員会が3月8目、昨年

から全児童に呼びかけていた 1円玉募金で購入し

た重いすを、あさひ総合病院に贈りました。

この臼はボランティア委員会の5、6年生98
が病院を訪問し、購入した車いす1台と花かごを

東山副院長に贈りました。

ちなみに五箇庄小の児童は昨年、それまで点掌

表示がなかった同病院に I点宰表示をつけてくだ

さいJと手紙を出し、病院がすくーに苅応したとい

う fお手がらjもありました。

Ne~s & Topics 
広報係では、 あなたの回りの身近な話題を待っています．

~83・ 1100 内線213へ

アルミ缶の善意（ぜひ使ってくださいj
ーさみさと小が育磯苑に車いす寄付ー

さみさと小ボランティア委員会の兜童16包が

3月4目、育磯苑に車いす2台を贈りました。

この車いすは、平成7年度から13年度にかけ

て行ったアルミ缶回収の収益金で購入したもの

で、代表者が5、6年生141名で折った千羽鶴と

ともに軍いすを渡すと、入所蓄のみなさんから

［ありがとうjと声力f力、力、っていました。

この後、この白のために練習してきた合奏と手

昂を搬露し、ひな祭りにちなんだ白酒を一緒に楽

しみました。

・調
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健康インフォメーシヨン
問い合わせ：保健センター ft83-3309 ※母子子帳持参

置室・

’ド j控 名 月 日 f入、． 場（対象者等） 受付時間

4 J J 5 11・1211・
健康体操教室 191:1 ・26日

保健センター
1百，"11r.) L、ずれも（。

9:30～ 

4JJ 5「｜・1211・
1911 ・261 I 

｛民舵センター
L、ずれも（幼

9:30～ 

健康相談
4 JJ 2 11・911・(HI，淡lj;"1!fl")
161::1 ・231 1・3011

老人制Rtセンター寺・~12j7.ni'r' 11は｛以他センター いずれもt必
で対~rを ff！~ 13:30～15:00 

4川げLl(IJ<) J，~斡!lh存センター
13:30～15 00 

心の健康相談 4fl I 11・1511

（£~iJですが仰の引tf·~：） L、ずれもりfl 新川保健所
しまfす1~（人8の52・1224) 13:00～14:00 ほう HI.~ ち受けま

女性の健康相談
fitilll 1~ ll1H I I 

[!J.'../rn1から川｜に全る） 13:30～15:00 おi川＇~舵19r
lj,"1'1=：の身体的・ f1'l~llfl'·J悩み

一
赤ちゃん広場※

4 fl I 81 I (4¥l 
（お.A!!'I'. cl) 10:00～l I :30 

保健センター
んとその／：JP,l

ゆめっ こランド 4)1411・2511 
保健センター

（川ー家紋 9:30～l I :30 

ゆめ っ こ ラ ンド自由 4Jlllll・l811 
開放 L、ずれち（4.:l 保健センター
（附J~ ..t~ 人l仰とそのl：川） I O’00～l I :30 
・3京liX

一
4か月児健診※ 4))3011（刈

保健センター
( J3tf'l2JI’hまれ｝ 13・：oo～13：・ 30

9～10か月児健診※ 4JJ 1611（刈
保健センター

ll3l1・:61J、7 II’｜：まれ） 9:30～1 0 00 

3歳児健診※ 4Jl1811(AトJ
保健センター

!IOl1:JQJJ. 11 /l’I＝.まれ） 13:00～13:30 

。あさひ総合病院

人をいつくしみ 〉人を理解し C人をいたわり u 人を愛し 、 人をf~ずる

この11)が社会福千止ののである．

知って得する健康教室
＝参加者募集208(4月20日まで受け何け）＝

知って得する教室は名前のとおり健康について

色々在方向から掌ぷ教室です。

まずは自分の健康、次に家族、そして地域の健履

のために掌びませんかっ

修3された方に、希望により食宣活改善推進員ま

たはヘルスボランティアの委眠状tf交付されます。

［＠し込み・問い合わせ］保健センター1183-3309

《年間予定》

l①5月 開講式保健セ万一事業搬霊
ボランティアに望むもの

~6月 食昂衛生について 調理実習（1)

③7月 運動をしよう！ 調理実習（2)

@8月 薬の正しい知識 調理実習（3)

食笠活改善推進員 ヘルスボランティア
震成コース 養成コース

⑤ からだと栄遅 ⑤ 血圧のしくみについて
10用 調理実智（4) 10月血圧測定を学ぼう

⑤ 栄箆所要毘の見方 ⑤ 応急手当

11月調理実習 （5) 11月 ii）肺蘇笠法

⑦ 食昂の組み合わせ ⑦ 施設男掌
12用調理実留（6) 12月霊イスの移動実習

③ 笠活習慣病とはつ
＠ 家庭介護
1月 nF池、清i武、体位

1用調理実習（7)
交換芯どの実技

一

ふくし
社会福祉協議会だより

朝日町社会福祉協議会は、

みなさんと共に地域の福

祉向上を目指す民間社会福

祉団体です。

事務所 朝日町福祉センター内
ft 83-0576 
四 83-1589

．・．
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
・

高齢者に「ちらしずしj

の配食サービス

桃の節句にあわせて、町内の各地

区で”ちらしずし”の配食サービス

を実施しました。

この事業は、朝日町社会福祉協議

会が主唱し、赤十写奉仕団の協力を

いただいて毎年実施しているもので、

2月23日の大家庄地区を皮きりに3

月10日まで全地区で実施されました。

奉仕団員のみ与さんが早朝から趣

下新川郡内民生委員

児童委員合同研修会

下新川郡社会福祉連絡協議会（事

；務局 朝日町社協）の主催で、 3月

1 800にアゼリアホールで開催され

ました。

主よ棟”を指いた添え書きをつけて、 ； この研修会は、昨年12月に民笠委

70歳以上のひとり吾らし老人等のみ j員・児童委員、主任兜童委員の一斉

なさん31513に届けられました。 j改選が行われ、新たに委員に委唱さ

善の彩りをお届けした ”ちらしず jれた方、再任された方が令後i自慢の

し”サービスは、各地区で大変招評 j申で力を合わせて活動を進めるため

向を凝らしたメニューを用意。”おひ でした。

ふれあいいきいきサロン

③ 介護食について ③ 
2月調理実習（8) 2月

し一一一 一一一一
⑮修3武
3月座談会（自改活劃信介）

調理実習（9)

開講武

・朝日町における健

康づくりとボラン
ティア活動

－座談会 （へルポ活
動紹介）

13年度から取り組んでいる、町か

らの受託事業「介護予防・宝活宣握事

業Jの一つである ＂1-S＼れあいいきいき

サロン”を大家庄地区からスター卜さ

せました．

この事業は、ひとり喜らし・ 高齢者

のみ世需及び日申に一人になる高齢者

が、自宅から歩いて行ける範囲で集い、

ボランティアのみなさfv(J)協力を得与

がら、会食・レクリ工ーション－健康

相談や趣暁活動での楽しい仲間づくり

を支援する事業です。

※開幼時間はいすれも午後18寺30分力、ら48寺

4月の休日救急診療当番医 諸~＝～午後間
..＿ーーーー

7日（日） 寺 崎 病院 fi82”1118 

14日（日） 橘 医 院 fi8乙0791

21日（日） 申 川 医 院 fi82-0120 

28日（日） 煩東病院 n83-2299 
」ーーーーーーー

29日（祝） 松富医院 n82-0051 

大家圧地区の横水公民館で3月まで

に3回、モデルとして開催し、多数の

みなさんが参加され、血圧測定と楽し

い体操で1C1身のリフレッシュをはから

れました。

．に、下新川3町の委員が一堂に会し

たものです。

当日は、委員としての資質向上を

図り、住みよい町づくりに寄与する

ことを目的に、新川地域介護保険組

合の長谷川総務課長を講師に迎え、

「介護保険制度の実態と民笠委員の関
今後、全地区で月に1回この事業を

－わりJと題した講演会も実施。
開催しますので、 fQJ間を誘って気軽に

老人福位制度の一部と老人医療制
参加ください。各地区の開催案内は、

：度の一部を再編・統合し、高齢者の

；介護二一ズに総合的に苅応し怠け

jればならないことなどを学び、 120

・芭の参加者は熱ii）に耳を傾けていま

した。

回覧等でお知らせいたします。

唱。ありがヒう
あたたかい，ち

朝日町醤窓銀行
(2月13日～3月10日）

・1-l:~f 川1-.w掃さんからi泌Ct
7.0751’1 

・山崎 川ni't tさんから l0.0001’！ 

• 11111 反応必さんから亡J:J平｜｜歌下
さんがJll fに生 i'ili.to~l:訴になったお礼
として 100,000円

‘’初｜！川 ／.；.久保氏さんから亡必ずみ
さんが’l=.1iiiお111:,lliになったお礼とし

て I00.000PJ 

．人;i-1111r 州付！吹さんから亡収母，~，
手~ f，政子さんがq：イ1ijお l'Ll1~ になったお
干しとして 100.000l'J 

H83-1160 第2 ・第4土郎自は外来休~ （試行）です。
急患は夜間・休日を悶わず、24時間いつでも受け付けします。

・週
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申し込み lnJOlt 11にl白；接会助へおい： ｛ホームヘルプ）を市町村を小心にft：とがb百!!IJですが、4}I 'I•に l fド11¥J分を

でください ：います ：まとめて納付することができます こ

問い合わせ ・7：校教育ぷ（会役叫内線： ・精神障害者の方の福祉に関する窓口 ：れを r1iii納Jといいます。

312）まで。 ： 力、市町村になります : Jiii納すると、 ’定のギで似険料が；lfJJ

今まで｛泌総rifrで行っていた次の業務：り引きされるうえ、納め忘れもなく、

林野火災の防止について jをJ,'ifj；地のrli111r付で行いますv ；大変（!l!f付す。

位。・J'ti）しやすい令節です 以下の！.＇.（（ニ：①iill院｜災fttr~公費負抑制度の111,:,·1；在、 ｜｜ : ・,iflJり’iIき金額は F記のとお、りです

くらしの情報室

u~＇il サ 11 f m r<Jlivn 

ALT・ベンジャミンさんの
英会話教室
Benjamin’s 

“English Conversation" 

制II "I・下校のALT （外同治指導

担l}Jf'.）、べンジャミン ・レイさんによ

る民会川教引の’・：：；；； ,:,1~ ’t を募集します。

日時 4JJ31Hぷ）からの師迎；J<llM11 

曜日 午後711!;30分～911寺30分

i場所 ’Lillγ｝：1レ・1tn・i 

受講料 I 1111につき 1,000円

※無料体験コースのお知らせ

おえL事長にご参加lくださいt

狂犬病予防注射は飼い主の義務です！

あなたの本箱、l'I反 1 4年度抗犬病の刊ザ＇iii・射を~ ,, .• lC.11引によりfh、ます。

てま録｛’i：派 ll!il）と子｜リIiI: Q・I !11i {f I 1111 lは、 j王Jに病予防法で定められてい

ます。1U寄りの会助で必ず・2けてください 朝日目立φ央図書館（tl83-0574) 

4月9日ω
9: 30～l 0: 00境公民館

4月11日附

I 0・00～lI : 30厳原公民館
新しい本

e区3
人生を変えられる人変えられない人

ウィ リ－－ パジ一二他

大不況！敗者復活戦 藤原直哉

ミミズに魅せられて半世紀

申村方吾

ももこの21世紀日記 さくらももこ

ひと口の美学 田代孝利

日本百低山 小林泰彦

食昧風々録 阿川弘之

サンダ力ンまで 山崎朋菩

ホーキング、未来を語る

s.ホーキング

10: 30～l l : 00’ui t店内センター 13・00～15・00Jfi 協大家n：立1~r

（出111有地lベ） 4月12日働

I l・30～12・00股｜必↑n：川立JiJ[

13: 45～14: 45農協1{,j似立1iJ[

4月 10日~.I<)

9・30～10・00蜂待自治会館

9: 00～14 00職工会航

－手数料・注射料 2,4501'1 

・注射溌棄料 5501’i 

,;i- 3.0001'1 

・登録料（新規登録の犬のみ）3.0001'1 

トステイ ） に加え、 民宅介~Ii~·｝；・H '$ : llilJ.(ff金の保険料は、 W:Jl納めるこ

fnEt 

；②*"I ~I q;i~： ・s I号仇：健悩hi:J乞・llJJiの＂＇ ’：111や，立：

．十11iオ1巾

L ‘.t~） J ~i·では、たき火をしないこ と ：③；｜：会tu古Mi包’没や手手f’nu’IM：サ一ピス干IJ ~ 
．たきゾ〈の均mを雌れるときは、完全 ： ) Ifの射し淡

にii'i火すること ： なお、保健航船に｜員｜する＋｜｜ぷ浪務は：

・ 姐i胤II .~＆び位似l時にはたき火、火人： .JIき就き保健所でfi ~ 、ます。

定額納付
定額納付
＋｛寸加納付

毎月納付 159,600円 164,400円

前 納 156,770円 161,480円

差 額 2,830円 2.920円

夕映えの人 加賀乙彦

さんだらぽっち 宇江1在亘理

沈黙書 折 原 一

ダイスをころがせ l 真保裕一

千里眼の瞳 松岡圭桔

／ ~イロットフィッシユ 大崎善宝

作家小説 育栖川育栖

猛スピードで国は 長 嶋 有

日立してください

れはしないこと

．火入れの，i’r11fC.t必ず受けること

－たばこのl岐伎は、必ずii'iすとともに、

投げ的てはしないこと

精神保健福祉制度が
変わります

4 J l 川｜からti'!~ ，，f.泌総儒？止に！刻する

;j~JI立が次のとおり変わります。

・精神障害者の方に対する居宅生活支

擢事業が始まります

Ui tJlll•··~·.11 r.・の／jのト｜：会復帰と！’Iv；を

ム；隠するため、｛｜：七1niM：サービスをJ仏
先し、 litif~の地J~虫色iM>1助’·~~業（グル

ーフ3ホーム）や~·.i.JOI人IYr引業（ショー

置醤．

ダーク・ムーン

名探偵はもういない

艶星周

霧書店

本の紹介

イ条~！
らえ

＝司B

濠

流

』山
田
和
著

飛騨山脈を縫いつつ富山漕に注ぐ

庄川は、木材運送の大靭脈として、

日本の林業を吏えていた。その大動

：脈を分断するタム計画が昭和の初め

に持ち上がる．タムができてしまえ

ぱ林業およびその周辺の産業の死漉

は必死．しかし、太平洋戦争につき

すすむ日本の電力事業を首宗に、電

刀側は主にあかせて周辺住民から士

地を買いよげ、ダム工事を強行する。

木材側は行政訴也、民事訴訟など

ありとあらゆる手を使い、電力側と

：闘う。 その激しい闘争の最中に征一

郎と由紀江は出会った。半出紀に及

ぶ二人の愛の行方は？任川を頼りと

してきた泊夫たちの運命は？

凶童

大ホット求人情報交 平成14苛；4丹分：問い含わせ 役局員nMi H.iト｜｜：川地域制：

：枇係（tl役場内線142)

( l 11:1111納付のJ弘行）
笹理 ll 来人情栓
醤号 l 年話

1iii納を希望するJiは、 4J1初jめにIii.I 0 ・1・ I• I・l‘

年金だより
01：会保険庁｝から送付されてくるt'1ii

：納納付·＇~をご利fl!になっ、お近くの ~Ii.

1・理 苧 療 注 士 不問

21澗置訟 Xr 18才～

＋三笠
3 

4 

5 

6 

：～大変お得な前納制度をご利用ください～ ：融機関で納入してください

町の工事発注状況（500万円以上）
一このコーナーはfttfが人よししたものを射・Iをしています一 <H14.2. I～2.28) 

vn 
ぬ 1・1由孔｜記内 l'•l ..店（＇（ ~（，＇.出1 I 主将行 ＂事行

·：~J山~~＿！：＇.：t~E~.~ii'! I：・11 I j川 r-11111 :11q n1州ゆ •tii ~＇＼＇シゲテクノ｜川山
側11111［公共 I；水jりJ' ：.~ I I I , •Mn川｜
y)lllf 主総11·~rn3525 ：；.路線快Al:'l' {'; lllJ 111:1:ilJl11.iOO.OOOI小 1公他 .a01）’｜リ凶，，!j!

' ; t - ・ 
制1111r公JI;F水j(j1i'.$".i ’ l 

本側f主総1'1司Eti3525:}Y~ i路線仇止 I.・，， 1・ Ill 1・111' JJJ l:l.li50訓JO !ff- 川 tit ぷ F本j(f.;'l!

＂ ＇ 山1:1111主械i吊性ltll'11ia ・JI~
111的 ~II的制QSil免'I~ l:ftl械峨 l；・）1 Ill d1：~ I 1 l'I :lll' ~. 7 15.倒的 ｜ 紛Ill.ti!ぷ i:~1m 総 f;i.. 'I! 

戸周 l 貿信縫識
人；tI 免訴嘗

大学・噂門学級卒
理学僚主主士

llf膏卒JUi.1!
JI•士漏

径大事以上、宙通免お
字芸員賞信者骨量遇

留通自動車免お
てきr,4>fソ＝ン聖書司草書

蔵事
!U画3匹漣級機略遺伝書

1 不問

量週免許，竃tiご事zてき
れ.：CAD.i•：’竃理吉睦書

___, 6 不問

不問

本間

くらしの情報室

u、 i『~1 Inf 4)1 r。tier
4月の各種相談

〈相談は熊料です〉

2日ω悩みごと相談
13：・00-16:00 宿祉センター

3日（本）
結婚相談
13:00～16:00 福祉センター

法律相談（霊予約tel83-0576)

9日（火）

裁判所出張調停相談

保健 ・介護相談

子育て ・教育相談

13:00～16:00 福祉色ンター

10日v~I 年金相談
10：‘00～15:00 役協会務室

16日以）

悩みごと相談・行政相談

人権相談 ・女性相談
13:00-16:00 福祉センター

17日体）
結婚相談
13:00-16:00 信社センター

お日ω
悩みごと相談・暴力団に

関する出張相談
13:00～16:00 福従センター

24日附
年金相談
10:00-15:00 役場会磁釜

30日開
悩みごと相談
13:00～16:00 福祉センター

．教育相談

受け付け時間 （同 ・水・木曜日）

9 00～16: 00 1?82-1 000 

． 子育て相談

受け付け時間 （同ザ金曜日）

8 :30～1 7 . 00 ft83-1 920 

4月のガソリンスタンド休日当番店

7日（印 朝日石油 Ins2-0661 

14日旧） 大谷石油 Ina2-0103 
一

21日（日） 小川石油 ft83-3033 

一
28日旧） 全店営業

一
29日（祝） 全店営業

交通事故発生状況調
2月末現在 （ ）内は前年同月比

人 身 事 飲 物j員

iヰ室主 死者 ！湖沼
窃古賀

1173 7 1394 
娘内 自（1219) (11) (1538) 

入醤fl察笛 31 2 
管内 (36) (0) (44) (117) 

朝日目T 13 2 15 48 
(7) I (0) (9) (37) 



盟諸．

平成14年3月1日現在

人口 16,073人 （・17)

男 7,573人 （－8)

女 8,500人 （・9)

世帯数 5, 161世帯（＋1) 

．お問い合わせ
朝日町役場総務課総務広報係

〒939-0793
朝日町道下1133
n 83-1100 FAX 83-11 09 

．ホームページ
http: //wwvv. town. asahi. 
toyama.jp/ 

，，，，，，，，，，，，，，， 

均；~..、ろ

書官守・ ・・

寄らI#”がラ為
信晶婿落胆官官，－．．

f査の花びらのはし置さ

ランチバイキング
開催申！

11月までの土・臼・祝日開催

午前11時～午後2時

大人 1,500円 （税別）

子供 700円（税別）

合 83・3700

うさぎのお笛立て

チュー Jツブの宅びん

休館日一・211、911、1611、231-1

夜間休業..・ I II、81l、1311、1511、

2111、22日

《あじわい館》

t1Jl13LJ(l:J、2111（日）

車川

～盤 以らくち～の情報 fi82-0990 

4月の行事予定 （11日は休館日）

おかげさまで
2周年を迎えました

＊新規会員募集中 ！

4月中にお申し込みの方入会金

無料とサービス券プレゼント

大各種会員更新の方！

サービス券プレゼント

7日（日 らく唱会カラオケ発表
ゲスト緑結子

（キングレコード）

21日（印お楽しみ抽選会

アゼリアホール情報 n83-2000 

4月21日⑪ 『ダンスパーティー』
！日庁llt-1：交ダンス｜司好会 i・:{lH
13. 00～16: 00 

言3 詰

朝日町奨学生
要件 町内に住む人の子弟で・下位の

.k払いが問難で心身健全な人

範囲 高等学校以｜：の学校にイ十Jγ：し、

’Y：校長の推慌がある人

奨学金 ム高校 －川奇ns,0001吋

ム｛彦ヤ制｜れが2午以 上の／〈

’下ごri；・・・11在'ii15,0001'1 

申し込み 5Jl31 II（命まで役場？f.交

くらしの情報室 E
I h1i1寸Cllr.!f<CJJ m1Uむm I 

／ 

f朝日町長選挙j投票日は5月19B(B)
～ 立候繍予定者事 務説閉会は4月 22日舗 に開催～

平成 I4 ~1: 6 JI I 2 I J任期満 fに伴

う制l円町民進学の11程穿が次のよう

にi~ まりました

。選掌投票日 5JJl91i(ll) 

。選挙の告示日 5 J J 1411伏）

O選挙人名簿の宣録日 5JJl3110ll 

なお、、〉：似hfiを 予定する／j々 に必

主要 .~fJaiを配布して説明する心：似制予

定者事務説IUI会（代.flHHI lk; 11flは、 4

月221IOll午後2時からtU¥,l11；併知 l

会議宅でIll＇・lきます。

お問い合わせは

朝卜｜町選争竹Jfll委li会・Ji務｝.. ) 

(ft83-I I 001人l線21'1)

教ffI球へ奨学’l:J9ll,1i- 、 究学生推1庁：｝.~.·~ ; (ft83-I 160)まで

学用品等の費用を援助, t~ 1'llll lllしてください。議j書i立学校：受けHけ11.Jll¥Jは午後 11時～411.'iです。

教ft~'.11にあります 町で｛ま、今イ手小ljIρ／：校へノ，＂；：：

11¥J l、合わせは学校教白諜（ft役場内： ：児童＇J:.従のうち、粍i汽｛内flll1l1でif.¥'.... ！：に

： お向り のIiに1・I して、必•ll_（なγ：川品な綿312）まで。

健康と体力づくり
ビーチボール講習会

日時 5Ji13llOJl、 1511閥、 17 11~

午前91!.'j30分～1IH:f30分

タクシー料金助成 ：どを按助します。

タクシーの初j采り迎fiを助成する乗： 申請手続き 4 JI 1911＜句まで、学校

市券をJ詰f守l行－に交付しています。 ：または役時学校教ff•. ~！にある＂＇,:,i ;'} 
｛シルバータクシー券l jに、必要・JH!iを疋人のうえ7：校に舵II¥

「｜家川「！動 • I （を持たない老人のみlit ：してくださ L 、

会湯 サンリーナ ：仰の70成以 卜．の人で、 l1iJ一地以内に： 問い合わせ 行小lj1＂／：校またはや校教

対象 町内に｛f.II:する60歳以よの？？ ：扶茂投筋1』？となるべき子どもがな く、 ；育課（公役場内線312）まで

受講料 無料 ：｜‘，； 

l肝)jごの＂＇し込み川紙に必、 要司J'Ttiを’i己：ことカ1’必f'I：となります。 ［なかよし広場j育児相談
人の｜二サンリーナまたは主慌？：仰舶に ：［福他タクシー券］ ー朝日町保育士会ー
叫IllくださL、。

問い合わせ サンリーナ

(n83-1838) 

健康体力づくり教室

身体附刀打 f1~Uを持つ悦党、 l肢体イミ： i栄tt1~r でお子さんと ・納に遊んだ

l’l rt1 ( I、2級）に加え、新たにfi'i神障：り、お/:tさん同上て市＇t宇11必燃したりし

：持者 l級の人にち交付します。 ：て、楽しい－11与を過ごしましょう

身附1』tT~kxは判例1附？？行子l~J~ と印：

：鑑を持参してくださL、 5月15日ω泊南部保育所

メデイカルチェックによりあなたの： なね、 1~ ：~r1主＂＇に交付した券は｛史Jll : 
6月19日ω大家庄保育所

7月24日ω山崎保育所

8月7日ω山崎保育所

10月16日ω大家庄保育所

11月13日ω泊南部保育所

舵!.Ii状態、｛本）Jを評価し、スポーツド：できませんので返還してください

クタ一、インストラクタ一、米長 l：が： おtill~ 、 （Iわせは健版協祉課｛宜主役場：

あなたの身体にあった運動や食、j｝の｜人j：内線142・144）まで。

併について指導します。

募集定員 30名｛先行I駁）

質用 3,0001.tJ (31111 Iコース）

第 1回 メデイカルチェック

（あさひ総（~州院）

第2回講評 ・運動実施 （ら くち～の）

第3団体力測定（あさび総合病院）

申し込み・問い合わせ

あさひ総合病院撚Jf~外科外米

；朝日町雇用創出奨励金制度 ：時間は全て午前9ll!i30分～i1 11.~30分
1n f内の・H市Ji)[・111~~f析をイiする例人： 対象 保行所入所JJtiの乳幼児と刷、米自主

：此び法人で、 lllfl（を脳！日した場介とそ

：の就業r.・に焚l1JJ1て17.を交付します。

ただし、’J ~%i を＇；：＼＇むtM所は側11111 1 1λl

：とし、社会保険Wil米｜；免.fl' に l~H ります。

：問い合わせ先

泊南部保育所 ft82-0335 

大家庄保育所 n82-050 I 

山崎保育所 ~84-8556 

：おtl ~I ~、(Iわせは 1紛仁縦光.i~ （まま役以｜人l・※参加I！＇（は燃料です ごげi引の／jは寸i

－線152）までc ・ 卜｜会叫へおいでください

郵便局長杯ビーチボール大会 伊：1lo~－ 1s固執部ぎれナ怨舟お）まで
e廻
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